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一

天

正

十

三

年

八

月

、
真

田

を

御

責

被

成

候

、
仔

細

ハ

天

正

十

一

未

の

年

真

田

か

嫡

子

源

三

郎

を

家

康

公

へ

進

上

仕

御

下

知

に

随

申

な

か

ら

大

坂

へ

使

を

秀

吉

に

属

し

申

に

よ

り

真

田

退

治

と

被

成

、
大

久

保

七

郎

右

衛

門

忠

世
・
鳥

井

彦

右

衛

門

元

忠
・
平

岩

七

之

助

親

吉
・
保

科

弾

正

正

久

・

岡

部

弥

次

郎

長

盛

・

柴

田

七

九

郎

重

政

・

屋

代

越

中

正

信
・
三

枝

平

右

衛

門

守

勝
・
諏

訪
・
下

條
・
大

草
・
知

久
・
遠

山
・
祝

部

彼

是

七

千

余

騎

上

田

に

寄

る

真

田

作

毛

を

な

き

捨

城

門

を

閉

は

か

り

ほ

と

に

軽

兵

を

出

し

よ

は

〳
〵

と

見

せ

引

退

よ

せ

て

敵

を

あ

な

と

り

鬨

を

あ

け

て

す

ゝ

み

か

ゝ

る

を

真

田

父

子

千

余

騎

を

卒

し

て

突

か

か

る

、
又

百

姓

三

千

人

に

紙

小

旗

を

指

せ

鉄

炮

を

自
天
正
十
三
乙

酉

到
慶
長
五
庚

子
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加

へ

て

四

方

の

谷

々

に

伏

置

て

鬨

を

合

さ

せ

け

る

寄

手

大

勢

に

取

巻

れ

て

ハ

叶

ま

し

と

駭

騒

き

退

く

真

田

勝

に

乗

て

進

み

大

久

保

・

平

岩

・

本

多

主

水

・

尾

崎

左

門

兄

弟

稲

留

て

下

知

を

な

せ

と

も

味

方

不

聞

入

逃

走

る

、

そ

れ

故

尾

崎

兄

弟

討

死

す

、

酒

井

与

九

郎

は

首

を

取

て

進

む

と

す

れ

と

も

鳥

居

か

勢

敗

北

の

所

に

戸

石

よ

り

敵

出

合

追

之

小

見

孫

七

郎

取

て

返

し

鑓

を

合

討

死

す

、

乙

部

藤

吉

・

本

多

主

水

・

黒

柳

孫

左

衛

門

な

と

矢

石

を

放

て

加

賀

川

迄

引

退

く

、

味

方

三

百

余

輩

討

死

大

久

保

七

郎

右

衛

門

馬

を

止

め

金

の

あ

け

羽

の

さ

し

物

を

指

上

て

敗

軍

の

味

方

を

集

る

所

に

大

久

保

平

助

忠

是

を

見

付

か

け

来

を

敵

見

付

一

騎

も

あ

ま

さ

し

と

追

か

く

る

、

平

助

取

て

返

し

お

ひ

け

る

敵

を

討

此

間

に

木

本

隼

人

・

松

平

七

郎

右

衛

門

・

天

方

喜

三

郎

・

天

野

小

八

郎

・
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戸

塚

久

助

・

後

藤

宗

平

・

足

達

善

市

・

太

田

弥

四

郎

・

気

多

甚

六

・

江

坂

茂

助

等

馳

集

る

、

然

共

百

騎

に

不

過

大

久

保

此

勢

を

高

所

に

備

へ

た

る

に

真

田

か

兵

日

置

伊

右

衛

門

と

云

者

味

方

に

紛

れ

て

懸

入

平

助

を

見

付

日

置

を

突

く

さ

れ

と

も

鞍

の

前

輪

に

当

て

手

は

お

は

す

、

日

置

か

あ

と

に

継

た

る

兵

鑓

を

延

て

善

市

を

つ

く

平

助

乗

出

し

日

置

を

突

か

ん

と

す

る

所

を

彼

継

た

る

跡

の

兵

平

助

か

鑓

を

か

ら

む

、

平

助

な

お

し

て

突

ん

と

す

る

内

に

日

置

虎

口

を

遁

れ

高

上

に

云

け

る

は

川

中

嶋

衆

の

加

勢

を

思

ひ

敵

の

中

へ

か

け

入

平

助

に

突

れ

た

り

と

云

か

く

て

真

田

加

賀

川

を

前

に

あ

て

備

を

立

る

、
大

久

保

・

平

岩

か

方

へ

使

を

立

て

申

け

る

は

敵

勢

い

ま

た

集

ら

す

、

早

々

一

戦

を

か

く

へ

し

と

云

遣



5
御先祖記 三

け

れ

と

も

平

岩

前

の

軍

に

兵

そ

く

は

く

討

れ

労

兵

と

成

ぬ

れ

は

一

戦

す

へ

か

ら

す

、

同

し

く

は

引

退

加

勢

を

乞

れ

可

然

と

返

事

す

、
大

久

保

・

鳥

居

・

保

科

に

一

戦

を

進

め

け

れ

と

も

鳥

居

・

保

科

申

け

る

は

味

方

縦

敵

を

切

崩

候

共

皆

労

れ

果

た

る

事

な

れ

ハ

後

戦

危

し

只

思

ひ

止

り

給

へ

と

云

大

久

保

腹

を

立

我

計

も

一

戦

す

へ

し

と

て

川

端

に

張

出

て

備

立

る

、

真

田

い

か

ゝ

思

ひ

け

ん

人

数

を

引

退

翌

日

各

丸

子

の

城

に

働

き

ち

く

ま

河

を

越

て

八

重

原

に

押

上

る

真

田

は

海

野

を

押

通

て

八

重

原

の

下

に

備

を

出

す

大

久

保

・

柴

田

七

九

郎

を

以

て

鳥

居

・

平

岩

に

云

け

る

は

両

将

の

勢

を

ち

く

ま

川

の

端

へ

出

さ

れ

候

へ

某

岡

部

・

金

田

一

手

に

成

て

弥

津

原

を

取

切

一

同

に

す

ゝ

み

敵

を

可

討

と

進

め

け

れ

と

も
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両

将

又

不

応

大

久

保

重

て

芝

田

を

遣

し

川

端

に

備

給

間

敷

候

ハ

ゝ

此

山

の

峠

に

備

て

我

等

か

後

詰

を

し

給

へ

と

申

け

れ

共

両

将

猶

同

心

な

し

此

故

に

働

事

あ

た

は

す

し

て

八

重

原

に

野

陣

を

取

て

隙

を

窺

ふ

き

て

真

田

安

房

守

昌

幸

嫡

子

伊

豆

守

信

幸
・
二

男

左

衛

門

佐

幸

村

足

軽

を

出

し

て

鉄

炮

を

放

た

し

む

、
大

久

保

ま

た

使

を

鳥

居

と

平

岩

か

た

へ

遣

申

け

る

は

真

田

父

子

足

軽

を

出

し

て

岡

部

長

盛

か

兵

を

戦

ハ

ん

と

す

願

所

の

幸

な

り

手

庸

一

戦

し

て

真

田

父

子

を

討

取

へ

し

早

々

兵

を

出

さ

る

へ

し

某

岡

部

に

入

替

て

可

戦

と

催

促

す

れ

共

同

心

な

し

此

使

行

還

の

時

刻

に

は

や

岡

部

戦

勝

て

真
田
敗
軍
す

異

本

ニ

八

月

十

九

日

真

田

安

房

守

諏

訪

安

芸

守

戦

利

ヲ

失

フ

同

廿

九

日

丸

子

河

ニ

テ

真

田

ト

岡

部

弥

次

郎

長

盛

戦

ト

イ

ヘ

ト

モ

又

利

ナ

シ

大
久
保

申

け

る

ハ

平

岩

・

鳥

居

に

不

備

手

勢

を

柴

田

に

加

て

戦

た

り

し
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か

は

真

田

父

子

之

内

一

人

ハ

討

取

へ

き

詮

な

き

奴

原

に

使

を

た

て

時

刻

を

う

つ

し

真

田

を

討

取

さ

る

口

惜

き

よ

と

後

悔

す

、
後

日

に

家

康

公

岡

部

に

感

状

を

被

下

岡

部

与

力

の

者

坂

山

・

依

田

・

新

藤

此

軍

に

鑓

を

合

な

り

其

後

真

田

度

々

う

ち

出

武

威

を

振

ふ

と

い

へ

と

も

味

方

労

れ

て

更

に

出

合

す

、

家

康

公

被

聞

召

井

伊

兵

部

直

政

・

松

平

周

防

康

重

に

五

千

余

騎

を

被

指

添

両

将

信

州

に

起

廿

四

日

真

田

と

戦

始

真

田

又

上

杉

景

勝

に

加

勢

を

請

る

よ

し

聞

へ

け

れ

ハ

各

軍

勢

を

引

取

小

室

の

城

に

大

久

保

七

郎

右

衛

門

忠

世

を

止

置

真

田

を

押

ら

れ

保

科

・

諏

訪

・

下

條

・

知

久

は

皆

在

所

へ

帰

井

伊

・

松

平

・

鳥

居

・

平

岩

・

柴

田

・

岡

田

・

三

枝

是

み

な

遠

州

へ

帰

一

同

十

一

月

廿

三

日

、
三

州

岡

崎

の

城

代

石

川

伯

耆

守

数

政

御

譜

代

の

家

を

捨

て

妻

子

引

連

欠

落

申

太

閤

秀

吉

公

へ

仕

る

、

是

ハ

秀

吉

公
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計

策

を

し

て

十

万

石

の

加

増

を

以

招

る

ゝ

故

な

り

、
家

康

公

馳

せ

給

ひ

則

岡

崎

に

移

◦

小

室

に

被

指

置

◦

大

久

保

七

郎

右

衛

門

申

け

る

ハ

今

か

ゝ

る

時

刻

を

窺

て

景

勝

此

表

へ

出

可

申

候

し

か

の

み

な

ら

す

、
武

田

信

玄

の

子

盲

目

に

て

信

玄

ノ

息

七

回

目

ニ

テ

龍

寶

ト

申

在

し

を

真

田

取

立

て

甲

州

へ

入

可

申

由

風

聞

仕

候

、

秀

吉

公

を

敵

に

御

請

始

終

難

計

思

召

候

ハ

ゝ

猶

此

城

を

御

捨

不

可

有

然

は

召

に

応

し

参

上

仕

よ

り

は

此

城

を

守

罷

在

候

ハ

某

大

の

忠

功

成

へ

し

と

申

上

け

れ

共

◦

大

久

保

か

一

族

の

家

石

川

か

宅

の

近

辺

成

ゆ

へ

妻

子

の

安

否

を

気

遣

此

城

に

と

ゝ

ま

ら

ん

と

云

も

の

な

り

七

郎

右

衛

門

弟

の

平

助

を

よ

ひ

只

今

如

此

な

れ

は

汝

残

止

へ

し

と

云

、

平

助

申

け

る

は

吾

所

領

に

ふ

け

り

止

可

申

に

て

ハ

無

御

座

候

へ

共

主

君

と

兄

と

の

命

の

重

さ

を

以

止

可

申

候

義

に

依

て

命

を

重
て
罷
登
る
へ
き
由
被
仰
下

写
者
私
云

此
所
落
字

ト
見
ヘ
文
続

カ
ス
依
之
大

久
保
家
ノ

三
河
記
ト
見

合
也
朱
書

ヲ
加
フ
也

大
久
保
七
郎
右
衛
門
に
も
急
罷
登
へ
き
旨
被
仰

を

玉
ヒ

な
し
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捨

ん

事

武

士

の

面

目

也

と

て

十

一

月

よ

り

翌

年

二

月

迄

在

城

仕

候

へ

共

景

勝

も

出

す

真

田

も

よ

ら

す

候

故

一

命

無

恙

さ

て

石

川

ハ

秀

吉

に

仕

へ

候

得

共

譜

代

の

主

を

捨

来

無

覚

束

と

て

さ

し

て

覚

も

な

か

り

つ

れ

ハ

後

悔

に

お

よ

ひ

天

正

十

八

年

小

田

原

陳

の

時

秀

吉

公

石

川

か

事

を

様

々

家

康

公

へ

御

取

繕

有

て

信

州

松

本

を

給

し

な

り

一

同

十

二

月

廿

八

日

、

家

康

公

左

近

衛

大

将

同

日

左

馬

寮

御

監

一

今

年

、
織

田

信

雄

卿

よ

り

羽

柴

下

総

守

勝

雅

・

土

方

勘

兵

衛

雄

久

両

人

を

被

遣

家

康

公

へ

被

仰

候

は

信

雄

と

秀

吉

と

先

年

の

争

ひ

只

一

旦

の

事

に

て

御

座

候

故

今

し

た

し

く

な

し

み

被

成

候

上

は

家

康

公

も

す

み

や

か

に

御

上

洛

御

座

候

て

秀

吉

と

和

睦

被

成

候

へ

と

の

事

な

り

家

康

公

御

合

点

な

し
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一

天

正

十

四

年

春

、
秀

吉

公

よ

り

羽

柴

下

総

守

を

進

、
又

三

河

へ

和

儀

の

事

に

て

被

遣

折

節

家

康

公

吉

良

へ

御

鷹

野

に

御

出

被

成

候

故

下

総

守

御

鷹

野

迄

致

伺

公

右

之

趣

申

上

候

、

家

康

公

一

円

御

合

点

な

し

又

の

日

下

総

守

御

前

へ

罷

出

る

家

康

公

御

覧

被

成

何

と

て

か

へ

ら

す

候

哉

吾

上

洛

の

事

更

に

無

合

点

幾

度

も

同

事

成

へ

し

と

の

御

意

な

り

下

総

守

申

上

候

ハ

乍

恐

秀

吉

今

度

と

両

度

御

上

洛

の

事

御

申

上

天

下

の

主

た

る

秀

吉

に

御

し

た

か

ひ

な

く

ハ

定

而

軍

さ

を

発

し

可

被

申

候

、

今

御

国

へ

参

見

申

候

に

御

城

も

堅

固

に

無

御

座

又

要

害

も

よ

く

無

御

座

候

へ

ハ

合

戦

ハ

あ

や

う

く

候

間

秀

吉

御

心

に

随

ひ

給

ひ

よ

く

御

座

候

、

半

由

申

家

康

公

被

仰

候

は

秀

吉

若

草

を

被

致

候

共

人

数

十

万

よ

り

多

く

ハ

有

ま

し

く

候

、

吾

人

数

二

三

万

有

へ

し

秀

吉

公

の

兵

多

し

と

ゆ

ふ

と

も

地
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形

を

知

へ

か

ら

す

其

上

一

旦

の

付

随

勢

也

、
我

兵

は

少

と

い

へ

と

も

諸

代

相

伝

の

郎

等

共

也

、
秀

吉

公

の

人

数

を

険

難

に

む

か

へ

て

戦

ん

に

味

方

の

勝

ん

事

疾

風

の

草

を

偃

し

、

大

山

の

卯

を

圧

か

こ

と

く

な

ら

ん

、
秀

吉

公

の

何

程

い

か

り

給

ふ

共

お

そ

ろ

し

か

ら

す

、

下

総

は

早

々

帰

へ

し

、

若

又

来

な

ら

は

命

を

失

る

へ

し

と

被

仰

に

付

下

総

守

舌

を

振

て

大

坂

へ

帰

、
委

敷

秀

吉

公

に

申

夜

更

て

秀

吉

公

帯

解

ひ

ろ

け

出

給

、

下

総

守

を

被

呼

信

雄

卿

を

も

又

招

か

れ

家

康

公

を

上

洛

さ

せ

ん

分

別

こ

そ

あ

れ

、
我

妹

を

南

明

院

殿

ト

申

家

康

公

の

簾

中

に

な

し

て

上

洛

さ

せ

ん

、
若

な

を

家

康

の

家

人

共

疑

を

な

さ

は

我

母

大

庁

を

人

質

と

し

て

三

州

へ

下

し

、

家

康

の

上

洛

を

招

へ

し

と

て

又

下

総

守

を

三

州

へ

被

下

け

る

勝

雅

酒

井

左

衛

門

尉

忠

次

に

逢

て

此

儀

を

語

る

、

家

康

公

聞

召

然

ハ

上

洛

あ

る
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へ

し

と

御

合

点

な

り

、
下

総

守

帰

て

秀

吉

に

申

け

れ

は

大

に

御

悦

す

な

ハ

ち

榊

原

式

部

大

輔

康

政

を

被

召

康

政

上

洛

仕

冨

田

左

近

か

家

に

落

着

た

る

に

秀

吉

公

押

付

左

近

か

家

に

来

ら

せ

給

ひ

康

政

上

洛

を

聞

て

少

も

は

や

く

ま

ミ

え

ん

と

お

も

ひ

登

城

を

待

す

し

て

来

と

宣

ひ

康

政

に

被

仰

候

ハ

去

ル

申

の

年

小

牧

一

戦

の

時

康

政

か

状

を

見

た

り

し

に

秀

吉

主

君

信

長

の

御

恩

を

し

ら

す

、

信

長

の

御

子

信

雄

卿

に

向

て

弓

を

曳

る

ゝ

事

悪

逆

不

道

云

に

さ

ら

す

、
然

に

諸

方

の

大

名

小

名

心

指

を

よ

す

る

事

儀

理

に

そ

む

く

、
誰

是

を

に

く

ま

さ

ら

ん

と

有

し

と

と

き

我

腹

立

事

胸

に

さ

ゝ

へ

康

政

を

討

た

ら

ん

者

に

は

誰

に

よ

ら

す

望

の

恩

賞

を

あ

た

え

ん

と

含

を

下

し

一

た

ひ

康

政

か

首

を

見

て

鬱

憤

を

散

へ

し

と

思

ひ

た

る

に

今

家

康

と

交

を

結

ひ

ぬ

れ
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は

悪

と

思

ふ

も

散

失

主

君

に

忠

の

深

き

所

を

感

す

る

に

た

と

へ

な

し

と

念

比

に

被

仰

候

な

り

一

同

年

五

月

十

四

日

、
南

明

院

殿

浜

松

に

着

御

上

﨟

・

女

房

・

下

女

・

半

女

百

五

十

余

人

也

、

榊

原

式

部

大

輔

康

政

か

家

に

御

輿

を

よ

せ

ら

れ

其

後

御

城

へ

御

入

候

也

、

就

夫

家

康

公

御

上

洛

を

催

さ

る

に

猶

御

上

洛

な

し

、

秀

吉

公

い

か

り

給

ひ

て

徳

川

秀

康

公

殺

し

奉

む

と

云

説

有

、

家

康

公

聞

召

秀

康

秀

吉

の

養

子

と

し

て

遣

す

所

な

り

子

を

殺

さ

ん

は

無

慈

悲

の

親

な

り

、
我

な

ん

そ

是

を

悲

ん

嫁

娶

の

縁

を

結

と

い

え

と

も

敵

国

と

隔

ぬ

れ

ハ

戦

事

今

に

始

す

、

弓

矢

の

習

な

り

上

洛

す

る

事

思

ひ

も

よ

ら

す

と

被

仰

候

に

付

秀

吉

の

御

母

を

人

質

と

し

て

参

州

下

し

給

ん

と

す

、

羽

柴

美

濃

守

秀

長

秀

吉

ノ

弟

ナ

リ

大

に

い

か

つ

て

申

し

け

る

は

母

を

質

と

し
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敵

に

送

る

ゝ

事

門

の

大

な

る

恥

也

、
家

康

下

知

に

不

随

は

一

戦

を

と

け

勝

負

を

こ

そ

見

ら

る

へ

け

れ

と

て

同

心

な

し

、
秀

吉

公

聞

召

秀

長

か

心

溢

し

と

て

九

月

終

母

公

を

三

州

へ

遣

ハ

さ

る

、

井

伊

兵

部

少

輔

直

政

・

本

多

作

左

衛

門

重

次

母

公

を

請

取

中

岡

崎

の

城

へ

入

奉

り

四

方

に

薪

を

積

重

堅

固

に

守

、

若

上

方

て

家

康

公

不

慮

の

も

あ

る

な

ら

は

此

薪

に

火

を

付

秀

吉

の

母

焼

殺

ん

と

の

為

也

一

秀

吉

の

御

母

を

三

州

へ

被

遣

上

ハ

仔

細

有

ま

し

き

と

の

事

に

て

家

康

公

御

上

洛

被

成

御

供

に

ハ

本

多

中

務

大

輔

忠

勝

・

榊

原

式

部

大

輔

康

政

・

阿

部

伊

与

守

・

永

井

右

近

真

勝

・

鳥

居

左

京

・

西

尾

隠

岐

守

吉

次

・

牧

野

讃

岐

守

等

也

、

大

坂

へ

着

御

美

濃

守

秀

長

の

家

に

入

給

そ

の

日

秀

吉

公

家

康

公

の

御

旅

館

に

来

ら

せ

給

御

旅

行

の
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御

草

臥

を

御

い

た

ハ

リ

秀

長

へ

被

仰

付

御

も

て

な

し

善

尽

し

美

画

す

家

康

公

御

上

洛

任

テ

イ

チ

御

膳

ニ

毒

ヲ

入

テ

被

進

ハ

ツ

ニ

候

所

ニ

大

和

大

納

言

へ

ト

御

座

上

下

ノ

御

辞

退

有

大

納

言

殿

上

座

ニ

御

着

候

故

家

康

公

ノ

可

被

召

上

毒

ヲ

大

納

言

殿

被

召

上

果

給

フ

ト

也

一

同

年

十

月

四

日

、
家

康

公

権

中

納

言

に

任

給

、
御

暇

御

申

御

帰

国

也

浜

松

へ

御

入

城

有

て

秀

吉

公

の

御

母

公

も

大

坂

へ

返

し

奉

ら

る

、
井

伊

兵

部

少

輔

直

政

を

御

使

に

て

今

度

御

馳

走

の

御

礼

被

仰

秀

吉

公

直

政

に

種

々

御

馳

走

相

伴

に

石

川

伯

耆

守

を

被

仰

付

然

共

直

政

伯

耆

守

に

一

言

の

挨

拶

な

し

、
秀

吉

公

直

政

に

御

茶

を

給

時

も

伯

耆

守

を

相

伴

さ

せ

給

直

政

か

言

、
伯

耆

守

ハ

人

面

に

て

心

は

畜

生

な

り

譜

代

の

主

を

捨

て

秀

吉

に

任

申

不

義

と

云

怯

弱

と

云

武

門

大

に

悪

所

な

り

、
さ

に

は

あ

ら

す

や

と

云

懸

け

れ

と

も

伯

耆

守

一

言

も
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返

答

も

な

し

一

天

正

十

四

年

十

二

月

、

家

康

公

浜

松

よ

り

駿

河

の

御

城

へ

御

移

徙

押

詰

の

事

な

れ

ハ

御

家

人

家

を

移

す

者

な

し

、

大

久

保

治

部

大

輔

忠

隣

一

人

移

り

申

候

、

余

人

ハ

春

に

成

引

越

申

候

治

部

大

輔

後

号

相

模

守

ト

一

同

十

六

年

四

月

十

四

日

、

秀

吉

公

の

聚

楽

の

亭

に

行

幸

を

な

し

給

ふ

、

家

康

公

ハ

大

納

言

に

て

関

白

の

御

先

に

馬

を

う

た

せ

ら

る

同

十

六

日

寄

松

□

と

云

題

に

て

御

歌

有

家

康

公

緑

た

つ

松

の

葉

こ

と

に

此

君

の

千

と

せ

の

春

を

契

り

て

そ

見

る

一

同

十

七

年
己

丑

、
台

徳

院

殿

秀

忠

公

御

歳

十

一

家

康

公

此

御

歳

四

十

八

始

而

御

上

洛

秀

吉

公

へ

見

へ

さ

せ

給

御

供

ハ

井

伊

兵

部

少

輔

直

政

二

十

六

才

秀

吉

公

悦

給

ひ

秀

忠

公

を

た

ゝ

せ

申

て

歩

ミ

給

ひ

て

見

せ

候

へ

と

て

歩

せ

申

扨

も

〳
〵

よ

く

生

付

給

事

哉

、

乍

去

髪

を

結

様

衣

絞

の

繕
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ひ

田

舎

め

き

て

い

や

し

け

れ

は

と

て

御

髪

を

結

直

し

御

小

袖

御

上

下

迄

召

替

さ

せ

被

成

金

銀

を

以

拵

た

る

御

刀
・
脇

差

を

指

せ

申

御

手

を

引

出

さ

せ

給

直

政

に

見

せ

給

我

秀

忠

を

都

共

に

し

な

し

た

り

初

の

夷

中

様

と

ハ

格

別

成

へ

し

、
直

政

見

て

嬉

し

か

る

へ

し

、
家

康

公

も

見

給

て

見

違

め

さ

れ

候

て

さ

こ

そ

悦

ん

に

早

々

つ

れ

た

ち

て

国

へ

帰

へ

し

と

被

仰

な

り

一

同

十

八

年

正

月

十

四

日

、

南

明

院

殿

御

逝

去

御

年

四

十

八

一

同

三

月

、
関

白

秀

吉

公

相

州

小

田

原

北

条

氏

政

・

氏

直

退

治

と

し

て

関
東

へ
発

向

氏

政

上

州

沼

田

ノ

城

ヲ

給

ナ

ラ

ハ

上

洛

シ

秀

吉

ニ

見

ヘ

ン

ト

約

束

ノ

沼

田

ヲ

得

テ

モ

上

ラ

ス

ア

マ

ツ

サ

ヘ

真

田

カ

城

ヲ

攻

取

故

ナ

リ

家
康
公

も

二

万

五

千

人

し

た

か

へ

御

馬

を

被

出

長

窪

を

越

え

て

本

山

中

に

至

給

秀

吉

公

の

先

陣

山

中

の

城

を

落

し

て

北

条

左

衛

門

太

夫

氏

勝

・

朝

倉

能

登

守

を

追

払

て

秀

吉

公

す

く

に

湯

本

真

覚

寺

に

陣

し
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給

ふ

、
松

山

に

石

壁

を

築

、
宮

城

野

口

・

湯

本

口

・

竹

浦

口

を

攻

破

小

田

原

城

辺

に

至

給

ふ

、
秀

吉

公

高

き

所

に

上

り

て

小

田

原

の

城

に

向

て

小

便

を

被

成

家

康

公

貴

方

も

爰

に

て

小

便

を

被

成

よ

、
敵

我

目

の

下

に

有

、
滅

亡

今

な

る

へ

し

、
然

は

関

東

八

州

伊

豆

相

模

武

蔵

安

房

上

総

下

総

上

野

下

野

貴

方

へ

追

可

中

と

の

御

事

な

り

一

武

州

岩

付

の

城

ハ

浅

野

弾

正

少

弼

・

木

村

常

陸

介

に

家

康

公

の

臣

本

多

中

務

大

輔

忠

勝

を

指

添

一

万

余

騎

に

て

被

指

向

秀

吉

三

月

十

一

日

ヨ

リ

出

ン

ト

ス

ル

ト

キ

ニ

家

康

公

ノ

臣

伊

奈

熊

忠

次

来

テ

連

日

ノ

雨

ナ

ル

程

ニ

爰

ニ

逗

留

ナ

サ

レ

ヨ

ト

云

秀

吉

前

ニ

川

有

時

雨
降
ト
キ
ハ
不
渡
候
ヘ
ハ
後
月
ニ
不
被
渡
熊
蔵
カ
曰
小
勢
ナ
ル
時
可
也
、
大
軍
ノ
越
ハ
溺
死
多
カ
ル
ヘ
シ
ト
云
、
秀
吉

其

言

ヲ

ホ

メ

テ

三

日

逗

留

ス

ル

ナ

リ

城

主

北

条

十

郎

氏

房

氏

直

弟

小

田

原

に

籠

る

故

、
本

丸

を

は

伊

達

与

兵

衛

三

の

丸

を

ハ

妹

尾

下

総

守

片

岡

源

太

左

衛

門

に

預

置

れ

け

る

故

城

門

よ

り

突

て

出

、
一

足

も

引

し

と

防

き

戦

ふ

、
本

田

平

八

郎

忠

政

後

号

美

濃

守

中

務

大

輔

長

男

十

六

歳

一

番

に

鑓

を

入

、
妹

尾

を

う

ち

取

爰

に

三

州
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和

田

春

興

院

の

住

持

秋

遇

渡

辺

山

城

一

成

カ

弟

坊

主

ナ

リ

姿

こ

そ

出

家

に

て

候

共

先

祖

渡

部

よ

り

も

御

代

々

忠

功

仕

候

ヘ

ハ

某

も

今

度

先

手

に

加

て

討

死

可

任

之

由

申

上

、

本

多

中

務

か

手

に

つ

か

へ

て

岩

付

を

責

る

さ

て

敵

防

き

か

ね

て

引

色

に

見

ゆ

味

方

勝

に

乗

て

塀

近

へ

攻

よ

せ

た

る

に

秋

遇

軍

勢

の

先

に

進

て

一

番

に

塀

を

乗

、

敵

待

懸

た

る

事

な

れ

は

乗

と

ひ

と

し

く

懸

合

て

是

を

討

そ

れ

よ

り

味

方

続

て

乗

入

二

の

丸

迄

打

破

、
本

丸

の

伊

達

こ

ら

へ

か

ね

笠

を

あ

け

て

降

参

仕

故

、

一

命

を

介

三

の

丸

に

籠

置

一

北

条

持

の

城

々

山

中

を

始

と

し

て

、
松

枝
・
松

山
・
鉢

形
・
岩

付
・
韮

山

夏

外

所

々

の

口

々

破

ぬ

る

に

松

田

尾

張

守

逆

心

を

企

、
成

田

下

総

守

も

秀

吉

公

へ

内

通

有

け

れ

ハ

極

運

の

籠

城

叶

難

し

と

て

氏

房

・

氏

直

公

に

速

に

城

を

秀

吉

公

へ

被

渡

、
籠

城

の

者

共

の

一

命

を

介

ら

れ

候

へ

と

て
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申

に

付

、
氏

直

も

分

別

を

定

か

ね

給

に

其

縄

の

北

条

左

衛

門

太

夫

氏

勝

も

井

伊

兵

部

少

輔
・
榊

原

式

部

大

輔

に

す

か

さ

れ

て

城

を

渡

す

、
秀

吉

公

よ

り

羽

柴

下

総

守

を

以

伊

豆

・

相

模

両

国

を

北

条

の

領

地

と

し

て

和

平

可

有

由

被

申

候

故

、
氏

直

終

に

山

上

郷

右

衛

門

一

人

を

つ

れ

て

家

康

へ

御

座

ま

し

、

右

之

趣

を

諾

、

父

氏

政

を

初

て

籠

城

の

者

共

を

介

ち

れ

は

明

日

速

に

城

を

渡

し

可

申

由

被

仰

、

家

康

公

則

秀

吉

公

へ

御

申

被

成

候

へ

は

秀

吉

公

に

も

御

合

点

に

て

和

平

調

、
氏

直

城

へ

御

帰

被

成

、
翌

日

氏

政

・

氏

輝

小

田

原

の

城

を

出

、
医

師

安

栖

力

宅

へ

入

秀

吉

公

仰

け

る

は

氏

政
・
氏

輝

を

殺

ん

は

痛

敷

け

れ

共

大

坂

よ

り

是

迄

軍

を

出

す

事

北

条

退

治

の

故

な

れ

は

と

て

終

に

自

害

を

進

ら

る

、

氏

直

は

家

康

公

御

聟

な

れ

は

死

罪

を

宥

め

ら

れ

高

野

山

へ

被

遣
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一

北

条

滅

亡

に

よ

っ

て

御

約

束

の

こ

と

く

家

康

公

へ

関

八

州

を

秀

吉

公

被

遣

井

伊

兵

部

少

輔

直

政

・

本

多

中

務

大

輔

忠

勝

・

榊

原

式

部

大

輔

康

政

に

十

万

石

宛

被

下

小

田

原

の

城

を

ハ

大

久

保

七

郎

右

衛

忠

世

に

預

被

下

け

る

一

文

録

元
壬

辰

年

天

正

廿

年

ニ

改

元

ナ

リ

、
秀

吉

公

朝

鮮

国

を

し

た

か

へ

ん

た

め

関

白

職

を

三

好

七

殿

へ

被

渡

し

関

白

英

次

と

号

し

、

御

身

ハ

太

閤

に

成

給

て

諸

国

の

軍

平

を

随

へ

築

紫

に

趣

給

名

護

屋

に

旅

館

被

成

朝

鮮

国

を

攻

ら

る

、
家

康

公

も

名

護

屋

に

御

在

陣

被

成

候

、
朝

鮮

の

軍

本

朝

の

兵

勝

利

を

得

と

い

へ

と

も

ち

ょ

う

せ

ん

の

土

民

日

本

の

武

士

を

恐

れ

な

つ

く

事

な

く

地

を

捨

て

逃

去

、

田

畑

を

作

さ

り

し

か

は

日

本

人

飢

に

及

て

餓

死

せ

ん

と

す

、

秀

吉

公

此

由

聞

給

家

康

を

日

本

に

留

攻

務

を

渡

し

奉

、

加

賀

大

納

言

利

家

を

左

の

大

将

軍

と

し

蒲

生

飛

弾

守

会

津

少

将

氏

郷

を

右

の

大

将

軍

と

し

秀

吉

公

（
マ
マ
）

（
マ
マ
）
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自

ら

三

十

万

騎

の

兵

を

下

知

し

て

朝

鮮

よ

り

大

明

を

改

亡

し

大

明

皇

帝

と

成

へ

し

と

宣

ひ

け

れ

ハ

家

康

公

仰

け

る

は

是

ハ

太

閤

の

仰

と

も

不

覚

候

、

某

若

の

時

よ

り

弓

矢

を

取

て

此

年

迄

敵

に

恥

を

請

不

申

何

故

に

日

本

に

止

大

明

の

軍

を

耳

の

外

に

聞

可

罷

在

候

、

早

く

渡

海

可

仕

と

御

腹

を

立

被

仰

け

れ

ハ

浅

野

弾

正

長

政

、
家

康

公

に

向

て

徳

川

殿

何

事

に

怒

ら

せ

給

ふ

そ

世

の

中

に

申

伝

候

ハ

狐

は

人

に

取

付

禍

を

な

す

物

之

由

久

敷

聞

及

候

へ

共

未

其

物

を

見

た

る

事

ハ

無

御

座

候

、
此

太

閤

ハ

秀

吉

公

に

て

ハ

な

く

狐

の

入

替

た

る

に

て

候

と

い

へ

は

太

閤

大

に

御

立

腹

に

て

顔

色

替

気

色

も

あ

し

く

聲

高

に

や

あ

弾

正

何

と

云

と

早

刀

を

抜

て

打

懸

給

を

利

家

・

氏

郷

は

や

く

中

に

入

弾

正

を

押

の

け

長

政

を

ハ

我

々

誅

し

可

申

候

、

太

閤

の

御

身

と

し

て
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御

手

を

お

ろ

さ

せ

給

ふ

事

無

勿

体

候

を

申

弾

正

少

も

怒

る

気

色

な

く

か

く

申

長

政

な

と

ハ

縦

数

百

人

切

給

と

も

少

し

然

申

事

に

て

ハ

な

く

候

、

此

年

月

の

兵

乱

の

上

に

ま

た

朝

鮮

陣

を

被

発

に

よ

り

家

一

つ

に

人

三

人

有

ハ

一

人

ハ

朝

鮮

へ

渡

る

故

、
日

本

の

軍

平

大

方

渡

海

し

今

手

伝

つ

ゝ

か

ぬ

に

付

餓

死

す

る

者

多

し

、

此

上

に

ま

た

太

閤

出

船

し

給

ハ

明

日

よ

り

ハ

盗

賊

夥

敷

発

日

本

は

く

ら

や

み

と

成

可

申

候

、

い

か

に

徳

川

殿

御

政

道

正

し

く

御

仕

置

被

成

候

と

も

一

旦

に

は

六

十

六

ヵ

国

の

乱

を

治

給

ハ

ん

事

か

な

ひ

給

ハ

し

と

存

候

、
同

は

朝

鮮

の

軍

を

思

ひ

止

り

被

指

向

人

数

を

も

被

召

帰

文

を

修

し

武

を

の

へ

政

を

被

成

貴

賤

賎

老

若

を

悦

さ

れ

候

へ

是

を

御

用

被

成

ま

し

く

ハ

早

々

長

政

か

首

を

打

給

へ

と

申

太

閤

ハ

物

を

も

宣

す

利

家

・

氏

郷

・

弾

正

に

目

く
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ハ

せ

し

て

座

敷

を

立

る

、

長

政

ハ

我

陣

屋

に

帰

、

太

閤

よ

り

の

使

次

第

切

腹

を

す

へ

し

と

四

五

日

の

間

待

と

も

其

沙

汰

な

し

其

折

節

、

薩

摩

国

梅

北

の

某

と

云

者

徒

党

を

あ

つ

め

一

揆

を

起

す

、
肥

後

国

熊

本

の

城

を

責

取

の

由

注

進

有

、
太

閤

此

注

進

御

聞

被

成

家

康

公

に

被

仰

浅

野

長

政

を

被

召

長

政

か

罪

を

許

さ

る

ゝ

由

申

渡

、
今

度

梅

北

か

一

揆

を

弾

正

か

嫡

子

左

近

太

夫

幸

長

遣

し

然

共

年

若

く

し

て

覚

束

な

け

れ

は

家

康

公

よ

り

本

多

中

務

大

輔

忠

勝

を

被

指

副

候

へ

と

御

頼

被

成

候

故

、
忠

勝

左

近

太

夫

を

伴

ひ

肥

後

の

国

に

起

ん

と

す

る

所

に

熊

本

か

家

老

一

揆

を

討

亡

よ

し

注

進

あ

る

故

、
中

務

も

左

近

も

名

古

屋

へ

帰

な

り

秀

吉

公

長

政

を

肥

後

国

へ

被

遣

仕

置

可

仕

由

被

仰

付

一

是

よ

り

秀

吉

公

久

敷

名

護

屋

に

あ

ら

は

諸

国

乱

ん

と

御

合

（
護
カ
）
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点

文

録

一

年

の

冬

帰

洛

被

遊

候

一

文

録

三

年

よ

り

秀

吉

公

、
去

年

癸

巳

浅

井

備

前

守

長

政

か

娘

号

淀

殿

ト

の

腹

に

も

ふ

け

給

御

子

名

ハ

ヒ

ロ

イ

ト

云

後

号

秀

頼

に

天

下

を

譲

ら

ん

と

被

思

召

、

関

白

秀

次

公

逆

心

又

多

具

重

し

故

、

同

四

月

七

月

終

に

秀

次

公

を

高

野

に

て

御

腹

め

さ

せ

給

ふ

也

、

弥

秀

頼

に

天

下

御

譲

に

極

た

る

に

付

後

見

と

し

て

五

人

大

年

寄

と

名

付

頼

定

給

、

武

蔵

内

大

臣

徳

川

家

康

公

・

加

賀

大

納

言

前

田

利

家

卿

・

安

芸

中

納

言

毛

利

輝

元

卿

・

備

前

中

納

言

浮

田

秀

家

卿

直

字

長

子

・

越

後

宰

相

上

杉

景

勝

卿

此

五

人

を

大

年

寄

と

定

、

万

事

を

頼

給

と

の

事

な

り

さ

て

六

カ

条

の

法

令

を

定一

国

主

群

長

之

嫁

娶

不

可

私

為

之

也

、

必

得

台

命

而

後

可

決

之

二

大

名

小

名

不

可

私

給

堅

盟

国

禁

也

（
マ
マ
）

（
マ
マ
）
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三

若

有

闘

浄

之

事

則

以

其

能

忍

之

者

為

善

耳

四

不

拘

貴

賎

必

勿

多

畜

待

妾

也

五

飲

酒

者

以

酒

為

期

沈

酔

長

夜

之

飲

者

堅

制

之

六

聴

駕

卿

輿

之

輩

五

人

大

年

寄

の

至

高

寿

之

公

卿

五

山

有

才

之

長

者

也

、

縦

雖

国

持

而

其

年

甚

壮

則

不

許

之

若

年

至

五

十

則

其

行

程

一

里

之

時

籠

駕

可

許

若

於

有

病

疾

則

非

制

限

此

六

カ

条

若

違

魁

之

則

可

触

於

刑

辟

者

也

五

奉

行

と

云

ハ

浅

野

弾

正

少

弼

長

政

・

前

田

徳

善

院

玄

以

・

増

田

右

衛

門

尉

長

盛

・

石

田

治

部

少

輔

三

成

・

長

束

大

蔵

大

輔

正

盛

、

三

人

の

小

年

寄

と

云

ハ

生

駒

楽

頭

正

成

・

中

村

式

部

少

尉

一

氏

・

堀

尾

帯

刀

吉

晴

、

此

三

人

大

年

寄

と

五

奉

行

と

不

和

之

儀

有

之

ハ

非

儀

之

方

を

諌

む

へ

至
高
寿
之
公
卿
五
山
有
才
之
長
者
也
阿
迀
此
書
ニ
如
此
か
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し

と

の

定

其

役

人

な

り

一

慶

長

三
戊

戌

年

六

月

十

六

日

、

伏

見

夥

敷

騒

動

す

、

其

比

ハ

家

康

公

・

秀

忠

公

御

両

所

共

に

伏

見

御

在

京

也

、

就

夫

藤

森

に

家

を

構

へ

井

伊

・

本

多

・

榊

原

な

と

関

東

よ

り

登

て

居

所

に

す

る

也

、

此

時

井

伊

兵

部

直

政

藤

の

森

に

居

候

か

騒

動

を

聞

、

家

康

公

の

御

旅

館

へ

懸

付

る

、

仰

に

曰

何

所

よ

り

如

此

騒

立

や

基

本

を

聞

召

不

届

と

の

給

あ

り

一

同

年

八

月

十

八

日

、

豊

臣

関

白

秀

吉

公

六

十

二

歳

に

て

伏

見

の

御

城

に

て

薨

し

給

時

五

人

の

大

年

寄

の

中

に

も

家

康

公

を

第

一

に

秀

頼

の

事

并

朝

鮮

在

陣

の

者

の

事

頼

被

置

、

浅

野

弾

正

・

石

田

治

部

少

輔

、

家

康

公

の

命

を

請

て

筑

紫

の

博

多

へ

下

、

諸

将

の

帰

朝

を

催

す

、

家

康

公

よ

り

藤

堂

佐

渡

守

高

虎

を

被

遣

朝

鮮

の

様

子

を
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窺

せ

給

に

嶋

津

義

弘

軍

に

大

利

を

得

て

諸

将

の

帰

朝

危

か

ら

す

、

難

な

く

在

陣

の

衆

を

引

と

り

給

ふ

一

家

康

公

、

嶋

津

義

弘

か

功

を

御

感

に

思

召

、

領

知

四

万

石

加

増

と

し

て

被

下

な

り

一

同

四

年

、

大

年

寄

四

人

五

奉

行

五

人

含

九

人

の

衆

、

小

年

寄

三

人

を

以

、

誓

紙

を

認

め

、

家

康

公

へ

上

奉

る

婚

姻

上

と

意

に

背

申

間

敷

云

云

、

天

下

い

つ

と

な

く

家

康

公

御

政

務

に

成

な

り

一

同

年

五

月

十

日

、

太

閤

秀

吉

の

御

遺

言

に

任

て

秀

頼

公

七

歳

に

成

せ

ら

る

ゝ

を

大

坂

へ

移

ま

い

ら

せ

ら

る

ゝ

に

付

、

家

康

公

を

奉

始

加

賀

大

納

言

利

家

其

外

大

名

小

名

各

位

奉

す

、

家

康

公

ハ

片

桐

市

正

直

守

か

家

に

二

日

御

逗

留

被

遊

、

同

十

二

日

大

坂

を

御

出

申

の

刻

伏

見

へ

御

帰

被

成

候

、

同

十

九

日

家

康

公

有

馬

法

印

の

家

へ

成

せ

ら

れ

色

々
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の

御

馳

走

の

上

に

て

舞

曲

有

暮

に

及

井

伊

兵

部

大

輔

直

政

参

て

何

事

哉

覧

御

穏

密

の

御

相

談

有

て

直

政

帰

、

頓

て

藤

堂

佐

渡

守

高

虎

来

て

又

御

穏

密

の

御

物

語

有

、

今

夜

よ

り

伏

見

騒

敷

ひ

し

め

く

事

あ

り

一

同

廿

一

日

、

五

奉

行

よ

り

三

人

の

小

年

寄

に

相

国

寺

の

元

長

老

を

以

て

家

康

公

へ

申

上

け

る

ハ

先

年

太

閤

被

仰

置

候

ハ

国

主

又

ハ

一

部

共

知

行

す

る

旁

々

縁

辺

の

事

あ

ら

ハ

何

も

相

談

之

上

に

て

結

ひ

候

様

に

と

の

事

に

て

御

座

候

、

処

に

太

閤

薨

し

給

て

多

く

の

月

日

も

立

不

申

候

に

大

名

共

と

御

縁

辺

を

御

組

被

成

候

、

尊

慮

い

か

な

る

御

事

に

て

候

と

申

一

夫

よ

り

仙

台

の

伊

達

陸

奥

守

政

宗

政

宗

カ

娘

ヲ

家

康

公

御

子

上

総

少

将

忠

輝

公

へ

進

上

申

・
福

嶋

左

衛

門

太

夫

正

則

御

縁

辺

之

事

後

日

ニ

可

改

・

蜂

須

賀

長

門

守

至

御

縁

辺

不

知

方

へ

も

五

奉

行

（
マ
マ
） （

マ
マ
）
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使

を

立

、

私

に

家

康

公

と

縁

辺

を

被

結

候

事

我

佟

な

る

仕

か

た

せ

と

申

け

る

政

宗

よ

り

我

等

儀

ハ

曽

て

不

在

候

、

堺

の

今

井

宗

薫

と

申

町

人

取

扱

候

と

の

返

事

也

、

又

福

嶋

左

衛

門

太

夫

ハ

縁

辺

の

事

家

康

は

思

召

な

く

候

へ

共

討

等

儀

太

閤

の

御

爪

の

端

に

も

候

ヘ

ハ

家

康

公

と

親

敷

罷

成

候

ヘ

ハ

秀

頼

公

御

為

に

可

然

と

存

候

て

の

儀

に

て

候

と

の

返

事

也

、

因

慈

家

康

公

と

五

奉

行

と

出

入

有

て

世

の

中

六

ヶ

敷

見

へ

た

る

に

付

諸

大

名

心

々

に

成

也

、

家

康

公

へ

か

け

集

候

衆

ハ

池

田

三

左

衛

門

輝

政

・

福

嶋

左

衛

門

太

夫

正

則

・

黒

田

如

水

軒

其

子

甲

斐

守

長

政

・

森

石

近

太

夫

忠

政

・

藤

堂

佐

渡

守

高

虎

・

有

馬

中

務

法

印

毎

夜

伺

公

任

大

谷

刑

部

小

輔

吉

隆

も

人

数

を

集

て

若

諸

勢

家

康

公

へ

取

懸

候

ハ

ヽ

味

方

可

仕

覚

悟

也

、

扨

五

奉

行

ハ

家

康

公

お

へ

使

を

指

上

て

後

太

閤

の

御

座

屋

形

に

集

り

様

々

許

議

し

て

何

も

退

出

の

時

石

田

治

部

小

輔

（
マ
マ
）
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庭

へ

出

て

我

等

か

人

数

を

ハ

早

々

出

し

候

と

云

へ

は

増

田

右

衛

門

聞

て

い

か

様

大

事

の

事

に

て

御

座

候

、

儘

楚

忽

の

働

不

可

有

と

て

別

れ

け

る

、

其

比

榊

原

式

部

大

輔

康

政

ハ

上

洛

仕

候

か

物

騒

敷

さ

た

を

熱

田

に

て

聞

取

物

も

と

り

あ

へ

す

、

伏

見

へ

参

家

康

公

御

対

面

被

成

頃

日

の

様

子

雑

説

共

を

被

仰

聞

也

、

本

多

佐

渡

守

正

信

・

伊

奈

熊

蔵

・

大

久

保

十

兵

衛

ハ

御

算

用

の

儀

に

付

罷

登

、

其

外

関

東

衆

大

津

・

山

科

・

醍

醐

・

木

幡

の

辺

に

大

勢

居

被

申

候

一

三

人

の

小

年

寄

ハ

大

年

寄

と

五

奉

行

と

若

出

入

り

あ

ら

ハ

其

中

を

取

持

へ

き

よ

し

太

閤

の

御

遺

言

故

、

此

度

堀

尾

帯

刀

吉

晴

・

井

伊

兵

部

直

政

に

向

て

何

も

御

和

睦

の

事

を

調

、

互

の

誓

紙

を

以

慶

長

四

年

二

月

五

日

に

何

事

な

く

し

つ

ま

り

申

候

、

右

の

誓

紙

共

ハ

堀

尾

預

な

り
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一

同

年

二

月

廿

九

日

、

加

賀

大

納

言

利

家

其

比

病

気

成

け

れ

は

大

坂

よ

り

家

康

公

の

伏

見

の

御

座

所

へ

御

見

廻

な

り

、

其

仔

細

ハ

五

奉

行

天

下

を

我

侭

に

せ

ん

た

め

家

康

公

と

利

家

卿

を

失

ひ

申

さ

ん

と

思

ふ

頃

利

家

は

如

此

煩

に

て

以

の

外

な

れ

ハ

押

付

果

て

ら

る

へ

し

、

然

ハ

肥

前

守

利

長

利

家

長

男

小

松

中

納

言

利

常

ノ

兄

を

倒

さ

ん

ハ

何

よ

り

安

け

れ

ハ

家

康

公

御

一

人

を

何

と

そ

失

ひ

申

さ

ん

と

巧

む

事

を

長

岡

越

中

守

忠

興

細

川

玄

旨

藤

孝

子

儀

ニ

号

三

斉

ト

利

長

へ

委

敷

語

を

利

長

又

利

家

に

告

る

、
依

之

加

藤

主

計

頭

清

正

・

浅

野

左

京

太

夫

幸

長

を

も

味

方

に

引

入

、

家

康

公

へ

ひ

た

す

ら

利

長

の

事

を

頼

被

申

候

御

入

魂

の

印

也

、

家

康

公

利

家

の

入

来

を

罷

聞

召

御

迎

に

御

船

を

被

出

加

藤

清

正

・

長

岡

忠

興

・

浅

野

幸

長

も

被

参

、

殊

の

外

御

馳

走

被

成

、

御

酒

出

て

後

利

家

の

家

来

神

谷

信

濃

守

を

被

召

出

、

御

盃

を

被

下

利

家

被

申

ハ

只

今

被

成

御

座

所

余

に
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端

近

く

候

間

向

嶋

へ

御

に

移

被

成

可

然

被

申

候

付

堀

尾

帯

刀

な

と

と

被

仰

合

伏

見

の

城

へ

前

田

徳

善

院

当

番

の

日

向

嶋

へ

御

移

被

成

候

是

ハ

前

田

と

堀

尾

縁

の

あ

る

故

な

り

、

堀

尾

事

ハ

度

々

家

康

公

へ

忠

信

を

尽

し

申

に

付

御

疎

意

に

思

召

れ

さ

る

誓

紙

を

可

被

下

由

被

仰

候

へ

共

吉

晴

迷

惑

成

よ

し

達

て

申

上

候

に

付

御

代

官

と

し

て

井

伊

兵

部

少

輔

直

政

誓

紙

を

認

、

吉

晴

に

遣

之

さ

て

越

前

に

て

五

万

石

吉

晴

に

被

下

候

な

り

一

三

月

十

一

日

、

家

康

公

大

坂

の

利

家

宅

へ

御

見

廻

被

成

候

、

是

ハ

先

日

の

御

返

礼

也

、

井

伊

兵

部

少

輔

・

榊

原

式

部

・

阿

部

伊

与

守

正

勝

御

供

な

り

利

家

の

病

重

く

候

へ

共

忝

様

々

御

馳

走

仕

、

か

ね

て

御

入

魂

を

被

申

衆

皆

々

伺

公

仕

処

へ

石

田

治

部

少

輔

聞

之

法

衣

を

着

な

か

ら

此

座

敷

へ

来

、

家

康

公

則

座

敷

を

追

立

、

藤

堂

和

泉

守

信

濃

守

事

か

中

嶋
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の

家

に

御

泊

被

成

候

、

其

夜

石

田

治

部

少

輔

に

一

味

の

輩

小

西

摂

津

守

行

長

か

家

に

集

て

藤

堂

か

家

に

押

よ

せ

家

康

公

を

討

奉

と

す

吉

田

侍

従

・

福

島

正

則

・

長

岡

越

中

守

・

黒

田

甲

斐

守

長

政

・

堀

尾

帯

刀

吉

晴

・

加

藤

主

計

頭

清

政

皆

々

御

見

方

の

衆

な

れ

ハ

藤

堂

か

家

に

か

け

集

る

有

馬

法

印

・

織

田

有

楽

源

五

郎

長

盛

信

長

弟

・

山

岡

道

阿

弥

・

岡

江

雪

も

藤

堂

か

家

に

有

、

扨

浅

野

弾

正

長

政

・

徳

山

五

兵

衛

入

道

藤

堂

か

家

へ

参

申

上

け

る

は

利

長

事

、

利

家

に

不

替

御

懇

被

成

被

下

候

半

と

の

御

誓

紙

を

被

下

候

様

に

と

希

申

上

家

康

公

御

意

に

利

長

に

少

も

疎

意

な

し

、

ケ

様

に

云

合

る

上

ハ

誓

紙

に

不

及

と

い

へ

と

も

所

望

な

ら

は

伏

見

よ

り

可

被

下

由

に

て

夜

明

け

れ

ハ

伏

見

へ

御

帰

被

遊

を

半

途

迄

見

お

く

り

奉

候

、

榊

原

式

部

御

先

に

乗

、

井

伊

兵

部

ハ

御

跡

に

乗

な

り
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一

閏

三

月

三

日

、

加

賀

大

納

言

利

家

大

坂

に

て

病

死

す

、

加

藤

主

計

頭

清

正

長
岡
越
中
守
忠
興
・
福
嶋
左
衛
門
太
夫
正
則
・
池
田
三
左
衛
門
尉
輝
政
・
浅
野
左

京

太

夫

幸

長

・

黒

田

甲

斐

守

長

政

・

加

藤

左

馬

介

嘉

明

一

味

同

心

し

て

石

田

三

成

を

討

ん

と

す

る

に

付

大

坂

中

夥

敷

騷

け

る

、

石

田

三

成

聞

之

我

家

に

取

籠

る

、

然

処

に

佐

竹

右

京

大

夫

義

宣

伏

見

に

て

此

由

を

聞

石

田

を

救

ん

と

し

て

人

数

を

ハ

守

口

に

留

て

大

坂

へ

来

て

同

意

之

輩

と

示

合

て

石

田

を

女

輿

に

乗

て

佐

竹

も

是

に

付

て

、

浮

田

秀

家

か

備

前

嶋

の

家

に

送

、

そ

れ

よ

り

佐

竹

義

宣

・

秀

家

の

人

数

を

連

て

石

田

を

供

し

て

伏

見

へ

立

退

、

各

是

を

追

伐

と

せ

ら

れ

候

時

本

多

佐

渡

守

正

信

申

け

る

は

三

成

を

殺

ん

事

ハ

何

よ

り

安

く

候

へ

と

も

三

成

一

味

の

者

共

多

く

御

座

候

ヘ

ハ

大

な

る

禍

な

ら

ん

や

と

申

を

家

康

公

殊

の

外

御

感

被

成

御

扱

被

成

、

石

田

三

成

を

佐

和

山

の

城

へ
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何

事

な

く

御

入

被

成

、

石

田

難

有

存

よ

し

三

河

守

秀

康

を

以

申

上

る

、

そ

れ

よ

り

家

康

公

の

御

戚

光

朝

日

昇

り

か

こ

と

く

成

に

け

る

一

毛

利

輝

元

・

嶋

津

義

弘

・

佐

竹

義

宣

ハ

石

田

と

一

味

の

事

な

れ

ハ

様

々

つ

く

ろ

ひ

を

い

た

し

、

家

康

公

の

向

嶋

の

御

屋

敷

へ

日

々

に

伺

公

仕

扨

何

を

相

談

い

た

し

伏

見

の

城

へ

家

康

公

御

移

被

成

様

に

と

申

上

に

付

、

三

月

十

三

日

ま

た

徳

善

院

か

当

番

の

日

、

伏

見

の

御

城

へ

御

移

被

成

遊

候
而

堀

尾

内

談

に

て

か

く

の

こ

と

し

一

同

年

八

月

廿

八

日

、

領

知

仕

置

の

為

と

し

て

肥

前

守

利

長

加

賀

へ

下

る

、

其

外

大

名

多

く

在

所

へ

帰

る

、

利

家

の

よ

し

み

ゆ

へ

家

康

公

よ

り

利

長

へ

御

懇

に

付

諸

人

も

利

長

を

敬

け

る

に

よ

り

石

田

治

部

少

輔

・

増

田

右

衛

門

尉

是

を

に

く

み

そ

ね

み

て

様

々

悪

事

と

も

を

家

康

公

へ

申

上

る

に

付

色

々

の

雑

説

多

し

、

土

方

勘

兵

衛

雅

朝
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利

長

従

弟

大

野

修

理

治

長

と

無

二

の

知

音

故

、

皆

々

の

不

和

成

を

無

事

に

せ

ん

と

取

繕

を

聞

て

奉

行

共

に

く

み

て

大

野

修

理

を

ハ

結

城

へ

流

し

岩

城

と

有

土

方

勘

兵

衛

を

は

太

田

に

流

し

、

佐

竹

義

重

か

館

に

預

置

義

重

ハ

義

宣

ノ

父

常

州

水

戸

在

城

也

一

其

比

、

九

鬼

大

隅

守

善

隆

と

稲

葉

蔵

人

通

茂

と

相

論

の

事

情

そ

の

中

ヘ

ハ

稲

葉

か

領

分

よ

り

下

す

笩

九

鬼

か

領

分

を

通

る

に

よ

り

毎

度

運

上

を

九

鬼

か

方

へ

出

す

、

太

閤

他

界

已

後

是

を

出

さ

す

就

夫

訴

論

に

成

、

家

康

公

被

聞

召

太

閤

ハ

万

民

の

労

を

憐

み

故

、

淀

・

宇

治

な

と

の

運

上

を

も

御

免

な

り

、

然

共

遠

国

ヘ

ハ

い

ま

た

此

段

不

達

処

に

死

去

な

り

、

是

を

思

へ

は

九

鬼

運

上

を

と

ら

ん

と

云

事

如

何

と

被

仰

付

な

り

、

そ

れ

故

九

鬼

御

恨

に

存

た

る

也

一

又

其

比

加

賀

肥

前

守

利

長

反

逆

の

沙

汰

有

、

家

康

公

、

丹

羽

五

郎

左

衛

門
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尉

長

重

を

召

連

利

長

反

逆

必

定

な

ら

ハ

北

国

の

先

蒐

を

可

被

仰

付

と

て

、

吉

光

の

御

刀

を

被

下

又

柴

田

左

近

を

召

て

石

田

治

部

少

輔

か

佐

和

山

の

城

へ

被

遣

候

、

此

仰

の

趣

ハ

誰

も

不

知

、

石

田

治

部

少

輔

悦

申

、

則

誓

紙

を

持

、

柴

田

に

国

光

の

脇

指

を

与

、

御

返

事

を

申

上

る

一

宇

喜

多

中

納

言

秀

家

の

臣

宇

喜

多

左

京

・

戸

川

肥

後

・

岡

越

前

・

花

房

助

兵

衛

・

同

志

摩

守

何

を

秀

家

気

に

背

き

他

所

へ

出

る

、

大

谷

刑

部

少

輔

吉

隆

元

来

家

康

公

へ

御

如

在

を

不

存

候

と

い

へ

と

も

此

事

を

取

持

ん

と

て

榊

原

式

部

少

輔

康

政

と

相

談

し

て

扱

を

入

る

と

い

え

と

も

事

不

調

、

家

康

公

是

を

聞

召

榊

原

を

被

召

て

他

家

の

物

云

事

を

可

取

持

い

は

れ

な

し

、

剰

事

不

調

何

の

か

い

あ

る

や

幸

に

汝

の

番

代

と

し

て

平

岩

上

洛

す

、

早

々

関

東

へ

下

る

へ
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し

と

御

立

腹

に

て

被

仰

付

し

を

大

谷

承

、

殊

の

外

迷

惑

仕

伺

公

を

止

申

、

浅

野

弥

兵

衛

長

政

ハ

肥

後

守

利

長

か

縁

者

ゆ

へ

、

世

上

説

宣

し

か

ら

す

、

其

故

甲

州

へ

引

籠

候

ハ

誤

な

き

よ

し

追

日

知

申

候

、

肥

前

守

も

誤

無

御

座

印

と

て

老

母

芳

春

院

を

大

坂

よ

り

江

戸

へ

進

上

仕

な

り

一

慶

長

五

庚

子

年

、

上

杉

景

勝

在

国

に

て

上

洛

な

し

、

其

時

逆

心

あ

る

よ

し

様

々

説

有

、

依

之

家

康

公

伊

奈

図

書

を

会

津

へ

被

遣

御

意

見

被

成

候

へ

共

合

点

無

之

に

付

奥

州

へ

御

下

向

被

遊

景

勝

御

退

治

可

被

成

に

極

候

に

付

、

あ

る

夜

御

前

に

伺

公

候

者

に

世

間

の

取

さ

た

を

被

為

間

に

何

を

何

と

も

不

申

候

に

米

津

清

右

衛

門

申

上

候

様

世

間

の

取

さ

た

ハ

今

度

景

勝

反

逆

ハ

一

人

の

思

慮

に

非

す

石

田

治

部

少

輔

と

心

を

合

、

ま

つ

景

勝

に

逆

心

さ

せ

、

君

を

奥

州

へ

下

し

其

跡

に

て
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治

部

少

輔

う

つ

て

出

可

申

沙

汰

に

て

候

、

左

様

に

候

へ

は

前

後

に

敵

を

請

さ

せ

給

な

る

へ

し

、

就

夫

奉

行

人

の

人

質

を

御

取

被

成

、

大

名

共

を

被

召

登

伏

見

に

軍

勢

を

被

入

置

奥

州

御

下

向

伯

耆

守

成

可

然

事

な

り

、

左

様

の

事

も

な

く

御

下

向

ハ

勿

論

体

と

風

聞

仕

と

申

上

る

、

家

康

公

聞

召

少

も

そ

れ

に

御

か

ま

ひ

な

し

鳥

井

彦

右

衛

門

元

忠

を

伏

見

の

城

代

に

被

指

置

奥

州

へ

御

下

向

被

成

候

、

御

軍

法

の

定

白

州

口

会

津

ヨ

リ

二

千

里

家

康

公

・

秀

忠

公

信

夫

口

会

津

よ

り

二

十

里

伊

達

政

宗

米

沢

口

・

山

形

出

羽

守

義

光

津

川

口

・

前

田

肥

前

守

利

長

魁

首

・

堀

久

太

郎

秀

治

随

逐

輩

・

村

上

周

防

守

義

明

・

溝

口

伯

耆

守

定

勝

七

月

廿

一

日

に

追

手

搦

手

一

同

に

入

乱

て

仕

よ

し

被

相

触

一

六

月

十

六

日

、

家

康

公

大

坂

を

御

出

馬

、

御

供

の

人

々

酒

井

宮

内

少



41
御先祖記 三

輔
忠
次

或

ハ

家

次

・
同
右
京
大
夫
忠
重
・
大
久
保
加
賀
守
忠
常
・
同
治
右
衛
門
忠
佐
・

本

多

美

濃

守

忠

政

・

同

内

記

忠

朝

・

奥

平

美

作

守

信

昌

・

同

大

膳

太

夫

家

昌

・

平

岩

主

計

頭

親

吉

・

小

笠

原

兵

部

少

輔

秀

政

・

同

信

濃

守

長

政

・

松

平

玄

番

頭

家

清

・

戸

田

左

門

一

西

・

同

采

女

正

氏

鉄

・

本

多

上

野

介

正

純

・

青

山

常

陸

介

忠

次

・

同

伯

耆

守

・

松

平

和

泉

守

忠

次

・

阿

部

備

中

守

正

次

・

本

多

豊

後

守

康

重

・

高

力

左

近

長

慶

・

菅

沼

大

善

定

利

・

大

須

賀

出

羽

守

忠

政

・

内

藤

三

左

衛

門

信

成

・

松

平

内

膳

忠

慶

・

天

野

三

郎

兵

衛

康

景

・

石

河

長

門

守

康

通

・

本

多

縫

殿

介

康

俊

、

伏

見

に

一

日

御

逗

留

之

処

に

景

勝

か

家

臣

直

江

山

城

守

方

よ

り

豊

光

寺

兌

長

老

へ

の

返

礼

到

来

な

り

今

月

朔

日

長

老

よ

り

の

状

十

三

日

下

着

し

て

被

見

之

由

に

て

山

城

守

か

状

ハ

四

月

十

四

日

の

日

付

な

り

此

日

違

六

付

ノ

月

相

月

カ

又

日

兌

長

老

ヨ

リ

ノ

状

四

月

朔

日

ノ

日

付

タ

ル

ヘ

シ

可

改

其

返

状

の

趣

ハ

景

勝

事

去

々

年

戌

年

越

後

よ
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り

奥

州

会

津

へ

国

替

被

仰

付

候

刻

、

上

洛

仕

間

も

無

御

座

候

ヘ

ハ

謀

反

可

仕

様

も

無

御

座

候

、

讒

者

に

引

合

是

非

を

御

糺

被

下

候

様

に

と

の

事

に

て

様

々

云

分

返

状

也

一

六

月

十

八

日

、

家

康

公

伏

見

を

御

立

、

大

津

に

て

御

昼

休

被

成

候

ヘ

ハ

城

主

京

極

宰

相

若

狭

守

高

次

御

馳

走

被

申

上

、

其

夜

石

部

に

御

泊

り

の

処

に

水

口

の

城

主

長

束

大

蔵

大

輔

正

盛

父

子

御

見

廻

申

上

、

水

口

に

て

御

膳

を

上

申

度

由

、

家

康

公

よ

り

長

束

父

子

に

御

腰

物

を

被

下

候

、

廿

日

、

四

日

市

よ

り

御

船

に

被

召

、

三

州

佐

久

嶋

へ

御

着

被

下

候

ヘ

ハ

田

中

兵

部

大

輔

御

待

儲

仕

御

馳

走

申

上

、

廿

一

日

、

御

船

を

篠

島

へ

被

付

候

ヘ

ハ

吉

田

侍

従

井

伊

直

政

御

馳

走

申

、

廿

三

日

に

浜

松

へ

御

着

被

成

候

ヘ

ハ

堀

尾

信

濃

守

忠

氏

御

馳

走

申

上

、

堀

尾

帯

刀

吉

晴

ハ

其

比

越

前

の

府

の

城

を

預

罷

有

候

か

府

の

城

に

は

孫

の

勘

解

由

娚
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宮

内

を

残

置

、

御

目

見

の

た

め

又

子

息

忠

氏

奥

州

御

供

送

の

た

め

浜

松

へ

来

て

御

祝

儀

を

申

、

廿

四

日

、

昼

小

夜

中

山

に

御

休

被

成

候

ヘ

ハ

山

内

対

馬

守

一

豊

御

待

儲

仕

、

廿

五

日

、

駿

府

に

着

御

中

村

式

部

少

輔

一

氏

か

家

臣

横

田

内

膳

か

二

の

丸

の

宅

に

入

御

被

成

候

、

中

村

一

氏

は

其

比

病

気

以

之

外

な

り

け

れ

ハ

人

に

介

ら

れ

御

前

へ

罷

出

今

度

御

供

不

仕

候

儀

口

惜

存

候

、

愚

息

一

学

幼

少

に

御

座

候

ヘ

ハ

弟

彦

右

衛

門

に

人

数

を

預

御

供

可

為

由

申

上

る

、

廿

六

日

、

沼

津

に

御

着

被

成

候

ヘ

ハ

中

村

彦

右

衛

門

一

栄

御

礼

被

申

上

、

三

嶋

へ

被

成

御

座

候

ヘ

ハ

大

久

保

相

模

守

忠

隣

・

本

多

佐

渡

守

正

信

御

迎

に

罷

出

、

七

月

二

日

、

江

府

へ

御

着

則

御

城

へ

入

御

被

遊

候

、

御

跡

よ

り

罷

下

今

日

江

戸

参

着

の

衆

に

は

福

嶋

左

衛

門

太

夫

正

則

・

同

息

刑

部

大

輔

正

之

備

後

守

コ

ト

・

同

掃

部

頭

正

頼

・

池

田

三

左

衛

門

輝

政

・

同

弟

備

中

守

長

吉

・

堀

尾

信

濃

守

忠

氏

・
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長

岡

越

中

守

忠

興

・

同

息

与

市

郎

忠

利

・

中

村

彦

右

衛

門

一

栄

・

京

極

修

理

亮

高

政

・

浅

野

左

京

太

夫

幸

長

・

稲

葉

蔵

人

通

茂

・

田

中

兵

部

大

輔

長

政

・

同

息

民

部

少

輔

長

頼

・

山

内

対

馬

守

一

豊

・

藤

堂

佐

渡

守

高

虎

・

同

宮

内

少

輔

高

佐

貞

・

加

藤

左

馬

助

嘉

明

・

有

馬

玄

蕃

頭

豊

氏

・

蜂

須

賀

長

門

守

至

鎮

・

生

駒

讃

岐

守

正

俊

・

黒

田

甲

斐

守

長

政

・

寺

沢

志

摩

守

広

高

・

織

田

有

楽

長

益

・

富

田

信

濃

守

信

高

・

古

田

兵

部

少

輔

信

勝

・

古

田

織

部

正

重

勝

・

織

田

河

内

守

長

孝

・

金

森

出

雲

守

重

頼

・

九

鬼

長

門

守

守

隆

・

徳

永

左

馬

助

寿

昌

・

戸

川

肥

後

守

正

則

・

天

野

周

防

守

景

俊

・

佐

々

淡

路

守

行

政

・

分

部

左

京

亮

政

寿

・

小

出

遠

江

守

政

豊

・

市

橋

下

総

守

政

綱

・

石

河

玄

蕃

頭

貞

政

・

幸

山

相

模

守

貞

政

・

本

多

因

幡

守

正

氏

・

宇

喜

多

左

京

成

政

・

松

倉

備

後

守

重

正

・

佐

久

間

河

内

守

政

実

・

秋

田

城

之

介

実

孝

・

佐

藤

駿

河

守

信

元

・

鈴

木

越

中

守

重

爰

・

水

野

河

内

守
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清
忠
・
池
田
備
後
守
・
池
田
備
後
守
知
政
・
丹
羽
勘
介
氏
信
・
本
多
若
狭
守
重
氏
・
村
越
兵

庫

是

ヨ

リ

名

乗

ナ

シ

後

日

可

改

・
長
谷
川
甚
兵
衛
・
船
越
五
郎
左
衛
門
・
岡
田
助
右
衛
門
・
三
好
新

右
衛
門
・
同
入
道
為
三
・
津
田
小
平
治
・
神
保
長
三
郎
・
秋
山
左
近
・
赤
井
五
郎
作
・

中

河

半

左

衛

門

・

能

勢

惣

左

衛

門

・

岡

田

庄

五

郎

・

森

宗

兵

衛

・

箸

尾

半

左

衛

門

・

兼

松

又

四

郎

・

柘

植

平

右

衛

門

・

別

所

孫

次

郎

・

山

岡

道

阿

弥

、

此

外

記

に

暇

あ

ら

す

都

合

五

万

八

百

人

な

り

一

江

府

御

城

代

と

し

て

松

平

因

幡

守

・

石

川

日

向

守

忠

昌

被

指

置

、

町

奉

行

に

は

板

倉

四

郎

右

衛

門

勝

重

後

ニ

号

伊

賀

守

、

代

官

に

は

伊

奈

熊

蔵

也

一

同

年

七

月

十

一

日

、

仙

台

伊

達

陸

奥

守

正

宗

、

家

康

公

御

味

方

と

し

て

同

国

白

石

の

城

を

囲

む

会

津

ヨ

リ

三

十

里

仙

台

ヨ

リ

十

余

里

、

此

城

ハ

上

杉

景

勝

持

の

城

に

て

甘

糟

と

云

家

臣

に

預

て

守

ら

せ

ら

る

甘

糟

戦

事

難

叶

し

て

同

廿

三

日

に

降

を

乞
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一

七

月

十

九

日

、

中

納

言

秀

忠

公

奥

州

御

進

発

被

成

、

先

例

に

任

せ

榊

原

式

部

大

輔

康

政

先

陣

を

仕

、

結

城

宰

相

秀

康

卿

・

松

平

薩

摩

守

忠

吉

・

蒲

生

藤

三

郎

秀

行

・

皆

川

山

城

守

信

政

・

成

田

左

衛

門

尉

氏

憲

・

仙

石

越

前

守

忠

俊

・

真

田

安

房

守

昌

之

・

同

伊

豆

守

信

之

・

同

左

衛

門

佐

幸

村

・

森

右

近

太

夫

忠

政

・

水

谷

左

近

太

夫

勝

信

・

山

川

民

部

大

輔

朝

信

・

多

賀

谷

左

近

頼

資

・

日

根

野

徳

太

郎

吉

重

・

石

川

玄

蕃

頭

康

長

・

松

平

飛

騨

守

忠

昌

・

同

下

総

守

忠

明

・

本

多

中

務

大

輔

忠

勝

・

井

伊

兵

部

少

輔

直

政

、

都

合

六

万

九

千

三

百

騎

、

先

陣

ハ

下

野

国

佐

久

・

山

太

・

田

原

に

至

れ

ハ

後

陣

ハ

古

河

・

栗

橋

に

き

た

り

一

仙

台

中

納

言

正

宗

白

石

の

城

を

囲

む

由

正

宗

白

石

ヲ

立

テ

福

嶋

ニ

向

嶋

ノ

城

主

本

庄

出

羽

守

五

十

ト

キ

福

辺

マ

テ

出

向

戦

フ

本

庄

打

負

福

嶋

ニ

引

入

ト

キ

正

宗

福

嶋

ニ

寄

ル

柳

川

ノ

城

主

須

田

大

炊

石七
千
御

山

福

嶋

ヨ

リ

人

数

ヲ

残

シ

ノ

ロ

シ

ヲ

上

サ

せ

時

分

ヲ

計

テ

正

宗

ノ

旗

本

ヘ

切

カ

ヽ

ル

正

宗

破

テ

御

山

へ

ヒ

キ

退

ト

キ

須

田

自

身

正

宗

ヲ

二

太

刀

キ

ル

正

宗

錦

衣

ヲ

切

落

ス

ソ

レ

ヲ

ウ

バ

イ

ト

リ

須

田

所

ニ

右

ノ

錦

衣

ハ

サ

ミ

箱

シ

ヨ

モ

ツ

ナ

ト

今

ニ

ア

リ

ト

云

々
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上

杉

中

納

言

景

勝

き

か

れ

白

石

の

後

詰

と

し

て

福

嶋

に

至

白

石

ヨ

リ

九

リ

半

景

勝

の

先

手

に

は

蒲

生

藤

三

郎

秀

行

の

家

人

栗

生

美

濃

守

・

岡

佐

内
・
小
畠
所
座
衛
門
・
外 ト

ノ

池
甚
左
衛
門
・
北
川
図
書
・
布
施
次
右
衛
門
・
安
田
勘
介

是
等

ハ
ミ
ナ

秀

行

ノ

家

人

ナ

リ

秀

行

未

若

年

ニ

テ

国

ノ

仕

置

吾

ト

執

行

コ

ト

或

カ

タ

キ

ユ

ヘ

頃

家

人

喧

嘩

ニ

付

所

領

エ

オ

御

減

ナ

サ

レ

秀

行

ヲ

宇

都

宮

ニ

指

ヲ

カ

ル

ヽ

刻

家

人

牢

人

シ

テ

景

勝

ニ

仕

先
手
の

者

と

も

福

嶋

よ

り

二

里

押

出

し

瀬

の

上

と

云

所

に

小

川

を

隔

備

た

り

、

正

宗

ハ

白

石

の

甘

糟

降

を

請

ゆ

へ

白

石

を

は

打

捨

、

福

嶋

に

向

ふ

瀬

の

上

に

備

た

る

景

勝

の

先

手

の

内

岡

佐

内

、

陸

奥

守

正

宗

か

旗

先

を

見

て

出

向

ん

と

す

る

、

其

時

栗

生

美

濃

守

申

ハ

敵

は

大

勢

に

て

競

ひ

来

る

事

な

れ

ハ

川

を

前

に

当

て

備

へ

、

正

宗

か

人

数

川

を

越

る

半

途

か

け

合

て

戦

な

ハ

勝

利

を

得

へ

し

と

制

す

れ

共

不

用

、

川

を

越

る

に

よ

り

我

お

と

ら

し

と

景

勝

勢

川

を

越

る

な

り

あ

ん

の

こ

と

く

正

宗

か

勢

山

下

よ

り

か

け

合

け

れ

ハ

会

津
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勢

こ

と

〳
〵

く

破

軍

し

て

北

川

図

書

・

布

施

次

郎

右

衛

門

・

安

田

勘

介

討

死

す

、

正

宗

勝

に

乗

て

逃

る

を

追

、

自

身

刀

を

抜

て

岡

左

内

か

猩

々

皮

の

羽

織

を

二

刀

切

也

、

其

時

栗

生

美

濃

守

横

合

に

か

け

来

る

ゆ

へ

正

宗

か

勢

す

ヽ

ミ

か

ね

た

る

所

に

初

破

軍

し

た

る

景

勝

勢

蹈

止

て

引

返

ん

と

す

る

故

、

正

宗

も

追

事

を

と

ヽ

ま

り

ぬ

其

内

に

福

嶋

よ

り

ま

た

人

数

を

出

す

事

を

聞

て

正

宗

兵

軽

く

引

取

な

り

最

前

正

宗

出

勢

ノ

時

跡

ヨ

リ

引

来

夫

馬

ヲ

景

勝

郎

等

須

田

大

炊

介

人

夫

追

チ

ラ

シ

荷

駄

ヲ

ウ

ハ

イ

正

宗

カ

竹

ニ

雀

ノ

紋

ノ

幕

ヲ

ト

リ

タ

ル

ハ

此

ト

キ

ナ

リ

七

月

廿

一

日

、
家

康

公

此

ト

キ

内

大

臣

御

出

馬

鳩

谷

に

着

御

被

成

候

、
廿

三

日

小

山

に

御

陣

被

成

常

陸

の

太

守

佐

竹

右

京

大

夫

義

宣

か

た

へ

嶋

田

治

兵

衛

を

被

遣

景

勝

と

一

味

に

て

候

哉

、

又

御

先

を

可

仕

候

与

御

尋

被

成

候

処

に

佐

竹

申

上

候

は

家

康

公

へ

対

し

奉

り

少

も

御

如

在

を

不

奉

存

候

、

然

共

大

坂

に

妻

子

を

留

置

候

ヘ

ハ

会

津

へ

の

先

か

け

何

と

も
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難

儀

に

存

候

、

ケ

様

に

申

上

候

と

し

て

全

く

景

勝

と

も

石

田

と

も

一

味

に

て

無

御

座

よ

し

御

返

事

仕

る

天

下

平

均

一

同

ノ

御

代

ト

ナ

ル

景

勝

ハ

家

康

公

ヘ

奉

向

弓

ヲ

引

候

ト

モ

ソ

レ

ハ

武

士

ノ

習

ニ

テ

苦

ト

テ

上

杉

ノ

家

ヲ

モ

御

倒

不

被

成

百

二

十

万

石

ノ

領

地

并

会

津

ヲ

被

召

上

景

勝

ノ

家

老

直

江

山

城

カ

城

付

三

十

万

石

被

下

米

沢

ヲ

今

ニ

知

行

ス

ル

ナ

リ

佐

竹

ハ

二

ノ

足

ヲ

フ

ン

テ

武

士

ノ

本

意

ニ

ア

ラ

ス

ヒ

キ

ヤ

ウ

ナ

ル

事

ト

テ

常

陸

水

戸

ヲ

召

ア

ケ

ラ

レ

奥

州

秋

田

ニ

テ

十

八

万

石

被

下

所

カ

ヘ

被

仰

付

今

ニ

秋

田

ニ

居

ス

一

同
廿
四
日
、
此
二
三
日
ま
へ
よ
り
上
方
に
て
石
田
謀
反
仕
由
、
雑
説
有
と
い
へ
と
も

不

慥

処

に

今

日

実

儀

を

上

聞

に

達

す

、

其

趣

は

去
ル

十

二

日

大

坂

へ

馳

参

石

田

一

味

の

人

々

に

ハ

安

芸

中

納

言

・

毛

利

輝

元

・

同

宰

相

秀

元

・

同

臣

吉

川

駿

河

守

元

春

・

安

国

寺

恵

瓊

・

小

西

摂

津

守

行

長

・

嶋

津

兵

庫

頭

義

恒

異

本

ニ

兵

庫

頭

ヲ

修

理

太

夫

義

久

ト

ア

リ

義

久

ハ

義

弥

カ

兄

也

又

異

ニ

又

一

郎

忠

恒

ハ

右

衛

門

太

夫

俊

久

ノ

男

ト

ア

リ

或

ハ

又

一

郎

忠

恒

ト

モ

有

異

ニ

嶋

津

修

理

大

夫

義

久

其

弟

兵

庫

頭

義

弥

其

弟

右

衛

門

太

夫

俊

久

其

弟

中

務

家

久

ト

テ

兄

弟

四

人

ト

ア

リ

後

日

可

改

也

・
同

中

務

大

輔

昌

久

異

ニ

兵

庫

頭

忠

久

ト

ア

リ

義

弘

か

男

又

七

郎

忠

恒

・

筑

前

中

納

言

金

吾

秀

秋

・

備

前

中

納

言

浮

田

秀

家

・

岐

阜

中

納

言

織

田

秀

信

・

長

宗

我

部

宮

内

少

輔

盛

親

・

松

浦

刑

部

卿

法

印

鎮

信

・
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高

橋

右

近

長

行

・

有

馬

修

理

大

夫

正

純

・

秋

月

三

郎

種

宗

・

相

良

宮

内

少

輔

頼

定

・

伊

藤

民

部

大

輔

祐

隆

・

筑

紫

上

野

介

義

冬

・

久

留

米

侍

従

毛

利

藤

四

郎

秀

包

・

立

花

侍

従

宗

茂

・

後

藤

大

和

守

盛

房

・

堅

田

兵

部

少

輔

広

隆

・

宗

対

馬

守

義

忠

・

毛

利

壱

岐

守

勝

信

・

同

豊

後

守

勝

長

、

都

合

九

万

三

千

七

百

騎

な

り

、

西

国

大

名

ハ

ミ

な

秀

頼

の

命

に

応

し

て

兵

船

を

大

坂

に

着

る

、

扨

家

康

公

大

坂

の

御

屋

敷

に

は

佐

野

肥

後

守

を

被

指

置

処

に

大

坂

よ

り

追

払

て

毛

利

輝

元

御

屋

舗

へ

移

る

、

佐

野

肥

後

守

ハ

せ

ん

か

た

な

く

し

て

伏

見

へ

ゆ

く

な

り

、

扨

大

阪

衆

被

致

相

談

家

康

公

へ

御

味

方

申

衆

の

内

室

を

人

質

に

取

て

大

坂

の

城

へ

入

置

候

、

半

と

て

近

辺

に

お

ハ

し

ま

す

細

川

越

中

守

の

内

室

を

先

大

坂

の

本

丸

に

入

給

ふ

様

に

と

使

を

立

る

と

い

へ

と

も

無

承

引

に

付

七

月

十

七

日

兵

を

以

押

て

か

ら

め

取

ん

と

す

、

内

室

明

智

日

向

守

光

秀

カ

娘

是

を

聞

て

自

害

す

、

小

笠

原

正

斎

長

刀

に

て

前
イ
ニ
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か

い

し

ゃ

く

い

た

し

家

に

火

を

か

け

腹

を

切

、

川

北

石

見

も

自

害

す

る

な

り

稲

留

伊

賀

逐

電

す

、

大

坂

奉

行

衆

是

に

お

と

ろ

き

ケ

様

に

候

へ

は

弥

敵

を

招

く

に

て

候

之

間

人

質

を

取

候

事

ハ

不

入

物

と

相

談

を

極

め

伏

見

の

城

責

の

評

定

な

り

一

伏

見

の

本

丸

に

は

鳥

井

彦

右

衛

門

元

忠

、

西

丸

に

ハ

内

藤

弥

次

右

衛

門

同

息

小
市
郎
、
追
手
に
松
平
五
左
衛
門

異

ニ

五

郎

左

衛

門

ト

有

・
松
平
主
殿
介
忠
房
、
加
勢
と
し
て

若

狭

少

将

勝

俊

後

ニ

霊

山

ニ

居

長

味

ト

云

を

籠

給

異

本

ニ

澤

田

民

部

モ

籠

ト

ア

リ

、

石

田

方

よ

り

鳥

居

・

内

藤

に

速

に

城

を

明

渡

し

退

候

へ

と

使

を

立

る

、

其

時

内

藤

申

や

う

今

大

勢

に

て

此

城

を

攻

ん

に

我

々

無

勢

に

て

な

か

〳
〵

持

か

た

し

家

康

公

の

御

大

事

此

米

い

か

ほ

と

か

有

へ

け

れ

ハ

侍

一

人

も

大

切

の

時

也

、

速

に

城

を

明

渡

し

人

数

を

損

せ

す

関

東

へ

下

て

ハ

い

ゝ

有

へ

き

と

申

、

鳥

居

申

け

る

は

家

康

公

関

東

に

御

下

向

の

時

、

如

此

事

ハ
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御

分

別

の

前

な

り

小

身

な

る

我

等

に

此

城

を

預

け

被

置

候

事

ハ

此

城

を

枕

に

仕

候

へ

と

の

事

也

、

何

も

ハ

と

も

か

く

も

此

鳥

居

に

お

ゐ

て

ハ

一

戦

と

け

、

討

死

仕

ら

ん

と

申

に

よ

り

皆

々

是

に

同

意

し

、

石

田

か

使

を

切

て

す

て

近

辺

を

焼

払

籠

城

す

、

筑

前

中

納

言

秀

秋

太

閤

ノ

養

子

実

父

ハ

木

下

肥

後

守

家

定

の

子

秀

吉

北

ノ

御

方

ハ

家

定

カ

妹

ナ

レ

ハ

秀

吉

公

北

ノ

方

タ

メ

ニ

ハ

甥

也

後

小

早

川

隆

景

養

子

ト

ナ

ル

ナ

リ

太
閤
秀
吉
公
逝
去

あ

ら

ん

前

に

秀

吉

公

の

心

に

背

き

牢

々

の

身

と

成

お

ハ

し

け

る

を

太

閤

他

界

の

後

、

家

康

公

被

召

出

て

本

領

を

預

ら

る

、

御

恩

を

不

忘

思

ハ

る

ゝ

と

い

へ

と

も

敵

の

色

を

立

て

ハ

逃

れ

か

た

き

故

、

一

応

ハ

石

田

か

催

促

に

随

て

一

味

の

所

に

石

田

金

吾

の

心

を

悟

て

家

康

公

と

手

切

の

為

、

伏

見

の

城

を

責

落

さ

れ

候

へ

と

先

手

と

す

、

秀

秋

是

非

な

く

先

手

に

向

に

付

城

中

へ

使

を

た

て

申

さ

れ

候

ハ

秀

秋

、

家

康

公

へ

志

有

と

い

へ

と

も

い

ま

石

田

か

不

知

に

草

も

気

も

な

ひ

き

候

、

折

節

な

れ

ハ
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敵

の

色

を

立

候

て

ハ

却
而

家

康

公

へ

の

忠

心

成

不

申

候

、

後

の

功

を

存

候

故

、

一

旦

石

田

に

組

し

候

ヘ

ハ

此

城

の

責

手

に

当

て

候

、

か

た

き

の

心

を

は

か

ら

ん

為

に

候

ヘ

ハ

明

日

押

寄

、

鉄

炮

に

玉

を

不

入

か

ら

筒

を

う

た

せ

可

申

候

間

皆

々

城

よ

り

切

て

出

そ

れ

よ

り

す

く

に

関

東

へ

御

退

候

へ

と

の

事

也

、

鳥

居

返

事

に

御

志

難

有

存

候

、

さ

り

な

か

ら

此

城

立

退

候

事

ハ

一

生

の

内

仕

ま

し

く

候

、

迚

の

御

志

に

候

ハ

ヽ

明

日

押

よ

せ

我

々

か

首

を

御

取

被

成

、

石

田

に

御

見

せ

候

て

い

よ

〳
〵

御

謀

の

手

た

て

に

被

成

候

へ

と

申

な

り

一

七

月

十

五

日

、

城

兵

何

も

鳥

居

か

持

口

に

集

り

敵

よ

せ

来

ハ

事

急

に

し

て

名

残

の

盃

不

可

成

と

て

皆

々

盃

こ

と

を

し

て

互

の

持

口

〳
〵

を

□

と

云

定

敵

を

待

な

り

一

七

月

晦

日

、

伏

見

の

城

の

よ

せ

て

筑

前

中

納

言

秀

秋

を

先

と

し

て



54
御先祖記 三

備

前

中

納

言

秀

家

・

嶋

津

兵

庫

頭

義

弘

・

毛

利

輝

元

・

増

田

右

衛

門

尉

長

盛

か

人

数

長

束

大

蔵

大

輔

正

盛

か

人

数

に

大

坂

の

弓

鉄

炮

の

者

を

加

へ

て

城

を

取

ま

き

夜

半

よ

り

火

矢

を

い

か

け

取

詰

て

せ

む

る

城

中

の

人

々

か

ね

て

打

死

と

極

け

れ

ハ

一

足

も

退

す

防

戦

ふ

、

然

処

に

江

州

永

原

の

者

と

も

反

逆

し

て

異

本

深

尾

清

十

郎

ト

云

者

足

軽

二

百

人

御

預

状

見

ノ

城

ニ

置

セ

ラ

ル

ヽ

所

ニ

三

州

ノ

者

ラ

ハ

一

人

モ

不

抱
他
国
ノ
者
ヲ
ム
サ
ト
カ
ヽ
エ
置
タ
ル
故
ニ
カ
ノ
者
徒
党
ヲ
組
テ
敵
ヲ
引
火
ヲ
カ
ク
ル
ト
云
々

又
一
説
ニ
江
州
甲
賀
ノ
住
民
堀
十
内
山
口
宗
介
ト
云
者
一
門
四
十
二
人
反
逆
シ
テ
敵
ヲ
引
込
ト
云
々

松
の
丸

よ

り

敵

を

引

入

る

秀

秋

の

兵

乱

入

に

よ

り

て

防

様

な

く

し

て

城

中

の

人

々

皆

討

死

す

、

鳥

居

か

家

人

彦

右

衛

門

に

自

害

を

す

ゝ

む

元

忠

申

け

る

ハ

大

将

の

自

害

す

る

ハ

不

好

事

な

り

、

縦

一

人

成

と

も

敵

を

打

て

死

ん

事

我

望

所

也

、

我

味

方

原

に

て

疵

を

蒙

り

天

正

三

年

八

月

諏

訪

原

ニ

テ

チ

ン

バ

ニ

ナ

ル

ナ

リ

行

歩

安

か

ら

す

と

い

へ

と

も

敵

と

太

刀

打

し

て

可

死

と

て

明

れ

は

八

月

朔

日

本

丸

の

門

を

開

郎

等

左

右

に

立

て

出

戦

し

十

余

度

に
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及

て

自

害

す

首

を

ハ

秀

頼

の

弓

大

将

鈴

木

孫

三

郎

討

取

也

異

本

ニ

紀

州

雑

賀

孫

一

郎

首

ヲ

ト

ル

ト

ア

リ

松
平
五
左
衛
門
を
は
比
奈
野
角
助
・
田
嶋
助
左
衛
門

秀

秋

ノ

軍

士

也

討
取

候

と

て

両

人

争

ふ

、

松

平

主

殿

介

を

ハ

嶋

津

か

家

人

別

所

と

云

者

討

取

也

、

若

狭

少

将

勝

俊

ハ

家

康

公

御

縁

者

な

り

け

れ

ハ

御

心

易

被

思

召

、

伏

見

の

城

に

被

指

置

処

に

敵

い

ま

た

攻

寄

さ

る

前

に

城

中

の

人

々

勝

俊

を

隔

心

有

て

面

目

か

ら

す

と

て

伏

見

を

出

京

都

に

入

、

太

閤

の

御

台

所

の

御

座

所

を

守

り

御

座

て

後

に

は

若

狭

へ

か

へ

ら

る

依

此

事

天

下

平

均

ノ

後

所

領

ヲ

召

上

ラ

レ

長

嘯

ト

名

ヲ

カ

ヘ

霊

山

ニ

引

込

一

京

極

宰

相

若

狭

守

高

次

ハ

大

津

の

城

主

な

り

、

石

田

・

増

田

に

一

味

し

て

北

国

の

陣

と

し

て

江

北

東

野

ま

て

被

出

け

る

か

そ

れ

よ

り

ひ

き

返

し

大

津

の

城

に

た

て

籠

に

付

く

、

八

月

二

日

、

久

留

米

侍

従

毛

利

秀

包

・

柳

川

侍

従

立

花

宗

茂

・

筑

紫

上

野

介

義

冬

・

南



56
御先祖記 三

條

中

務

少

輔

忠

成

・

石

川

掃

部

頼

助

・

多

賀

出

雲

守

・

毛

利

七

郎

兵

衛

・

元

安

安

芸

守

輝

元

か

人

数

増

田

右

衛

門

尉

か

郎

等

増

田

作

左

衛

門

・

高

田

小

左

衛

門

秀

頼

の

弓

鉄

炮

頭

を

以

大

津

の

城

を

と

り

ま

き

、

同

四

日

迄

責

候

へ

共

城

落

不

申

候

、

さ

れ

と

も

始

終

こ

ら

へ

難

か

り

け

れ

は

高

次

家

老

と

も

申

け

る

は

い

ま

近

国

に

味

方

仕

も

の

ハ

一

人

も

な

く

候

、

此

平

城

に

て

運

を

抜

ん

事

な

か

〳
〵

思

ひ

も

よ

ら

す

、

先

人

質

を

も

御

出

し

候

て

和

談

被

成

、

家

康

公

御

大

勢

を

御

待

又

御

旗

を

立

ら

れ

可

然

由

進

め

申

に

よ

り

高

次

尤

と

て

和

平

を

被

調

に

付

大

坂

勢

も

引

取

、

高

次

は

高

野

と

て

城

を

出

る

一

七

月

廿

日

、

細

川

兵

部

大

輔

藤

孝

幽

斎

玄

旨

入

道

の

丹

後

国

田

辺

の

城

へ
小
野
木
縫
殿
助
・
谷
出
羽
守
・
藤
掛
三
河
守
・
高
田
豊
後
守
・
別
所
豊
後
守
・

杉

原

伯

耆

守

・

小

出

大

和

守

・

生

駒

左

近

太

夫

、

大

将

と

し

て

押

寄

責

る
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城

よ

り

も

兵

を

出

し

防

戦

然

所

に

為

、
勅

使

三

條

大

納

言

被

下

和

睦

を

被

調

な

り

一

七

月

廿

四

日

、
秀

忠

公

宇

都

宮

に

て

石

田

か

反

逆

を

被

聞

召

、
大

小

の

侍

大

将

衆

を

被

召

連

小

山

へ

御

引

帰

、

家

康

公

御

陣

へ

被

成

御

座

御

相

談

の

事

有

之

、

井

伊

兵

部

・

本

多

中

務

両

人

を

御

使

に

て

大

名

小

名

に

被

仰

渡

候

ハ

今

度

石

田

謀

反

を

企

る

な

り

、

大

小

名

に

よ

ら

す

石

田

に

同

意

の

面

々

ハ

急

き

馳

上

る

へ

し

、

少

も

遺

恨

に

不

思

召

又

関

東

に

心

を

よ

せ

ん

人

ハ

ま

つ

会

津

を

可

攻

や

、
石

田

を

可

攻

や

、
此

両

条

を

可

申

上

と

被

仰

下

候

処

に

皆

々

口

を

ふ

さ

き

何

と

も

申

者

な

し

、

時

に

福

嶋

左

衛

門

大

夫

正

則

申

け

る

は

何

も

の

心

ハ

と

も

か

く

も

あ

れ

、

正

則

に

於

て

ハ

全

く

二

心

を

不

存

候

間

、

上

方

御

発

向

被

成

に

を

い

て

ハ

私

の

居

城

清

州

の

城

を

明

渡

し

御

出

陣

に

任

貯

置

申

候

、

兵

粮

を

も

指

上

ケ
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御

先

を

可

仕

と

申

に

付

皆

々

其

通

に

ご

返

事

を

申

上

る

渡

辺

監

物

ハ

父

山

城

守

病

気

ニ

付

山

城

守

養

子

ヲ

ツ

レ

テ

十

六

歳

ニ

テ

秀

忠

公

ノ

御

供

仕

宇

都

宮

マ

テ

下

又

御

供

ニ

テ

北

国

関

ケ

原

へ

参

軍

散

後

秀

忠

公

著

御

ナ

サ

ル

ユ

へ

監

物

ナ

ト

ハ

関

ケ

原

御

軍

ニ

ハ

ア

ヒ

不

申

候

一

秀

忠

公

小

山

に

御

陣

被

遊

候

時

、

三

州

刈

谷

よ

り

注

進

有

、

其

子

細

は

堀

尾

帯

刀

浜

松

へ

参

御

目

見

仕

を

前

の

府

へ

帰

る

時

、
三

州

二

川

の

木

村

市

右

衛

門

に

逢

又

加

々

野

井

弥

八

に

逢

弥

八

堀

尾

に

申

ハ

某

事

、
家

康

公

へ

志

御

座

候

故

忍

出

て

罷

下

候

処

い

ま

爰

に

て

逢

申

事

致

大

悦

候

家

康

公

へ

可

然

様

に

頼

申

と

の

事

な

り

、

堀

尾

悦

つ

れ

立

て

岡

崎

に

行

、

さ

て

三

州

刈

屋

の

水

野

和

泉

守

忠

勝

ハ

今

程

病

気

な

れ

共

談

合

の

事

有

に

付

て

池

鯉

鮒

に

て

出

合

候

間

あ

れ

へ

連

立

候

半

と

て

池

鯉

鮒

へ

行

、

水

野

も

出

合

て

食

過

火

を

と

り

し

た

る

に

堀

尾

居

眠

た

る

に

加

々

野

井

弥

八

刀

を

抜

て

水

野

を

切

殺

す

、

堀

尾

目

を

覚

し

脇

指

を

抜

加

々

野

井

堀

尾

か

片

つ

ら

を

切

堀

尾

少

も

こ

ま

ら

す

加

々

野

井
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を

突

伏

そ

の

脇

指

を

も

抜

さ

る

に

水

野

か

家

人

共

子

細

ハ

不

知

切

て

出

堀

尾

難

儀

し

て

足

を

伸

て

燈

を

ふ

ミ

け

し

刀

を

も

不

取

庭

へ

出

て

家

人

を

よ

ひ

肩

に

か

ゝ

り

刈

屋

へ

つ

れ

行

へ

し

と

い

へ

と

も

家

人

不

用

し

て

岡

崎

へ

入

る

、

岡

崎

に

一

日

逗

留

し

て

浜

松

へ

帰

る

な

り

此

子

細

を

し

か

と

し

ら

さ

る

故

、
刈

屋

よ

り

の

注

進

に

堀

尾

逆

心

を

企

、
水

野

和

泉

守
并

加

々

野

井

弥

八

を

切

よ

し

申

上

る

、
堀

尾

信

濃

守

行

年

二

十

三

奥

州

の

御

供

に

て

御

陣

に

あ

り

皆

人

召

よ

せ

か

ら

め

と

ら

ん

と

ゆ

う

秀

忠

公

仰

に

云

彼

者

志

い

と

け

き

時

よ

り

よ

く

見

届

置

に

縦

父

逆

心

有

と

て

も

同

意

す

る

者

に

あ

ら

す

と

宣

ふ

所

に

水

野

か

家

人

広

瀬

与

八

郎

と

云

者

能

見

届

、
加

々

野

井

か

和

泉

守

を

討

た

る

事

歴

然

た

る

の

よ

し

注

進

申

来

る

其

故

ハ

弥

八

か

鼻

紙

袋

に

堀

尾

帯

刀

、

水

野

和

泉

守

を

討

取

た

ら

ハ

三

州

・

遠

州

両

国

の

主

た

る

へ

し

と

の

石

田

治

部

少

輔

証

文

有

、

明

朝
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信

濃

守

へ

御

使

を

被

下

父

か

勇

を

御

誉

被

成

候

に

て

初

て

信

濃

守

此

事

を

知

、

則

伺

公

仕

候

て

昨

夜

注

進

の

節

、

御

し

ら

せ

不

被

下

事

此

恨

申

上

る

、
和

泉

守

か

嫡

子

日

向

守

勝

成

ハ

父

と

不

和

に

し

て

秀

忠

公

の

御

近

習

に

罷

在

候

か

無

相

違

父

か

跡

被

仰

付

候

一

七

月

廿

六

日

、

加

賀

国

金

沢

の

城

主

前

田

中

納

言

利

長

・

同

弟

能

登

侍

従

孫

四

郎

利

政

、

関

東

の

御

下

知

に

随

ひ

手

合

の

た

め

同

国

大

聖

寺

の

城

主

山

口

玄

番

頭

正

弘

息

右

京

亮

を

攻

ん

た

め

湊

川

手

取

川

を

渡

て

三

田

山

に

陣

を

取

、

岡

崎

備

中

守

に

守

せ

て

小

松

の

城

の

押

と

す

、
小

松

の

城

に

ハ

丹

羽

五

郎

左

衛

門

長

重

か

居

城

也

、
石

田

治

部

か

方

に

て

居

ゆ

へ

な

り

三

田

山

に

備

中

守

を

置

ハ

金

沢

ま

て

通

洛

の

た

め

に

も

能

也

、

さ

て

孫

四

郎

大

勢

を

指

添

大

聖

寺

へ

働

く

城

よ

り

鯰

橋

へ

出

て

支

ん

と

す

る

を

追

払

て

明

日

に

ハ

町

口

を

破

り

城

中

に

攻
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入

敵

本

丸

に

と

り

上

た

る

に

孫

四

郎

鐘

丸

を

破

り

一

同

に

責

入

五

百

余

人

を

討

取

故

、

終

に

山

口

父

子

自

害

す

る

な

り

、

八

月

四

日

の

事

也

府

ノ

城

ノ

堀

尾

勘

解

由

ヲ

攻

ン

ト

テ

大

谷

刑

部

ヲ

サ

シ

向

故

、

利

長

ニ

加

勢

ヲ

請

ユ

ヘ

利

長

人

数

ヲ

出

ス

次

ニ

大

聖

寺

ヲ

責

ト

リ

申

候

一

七

月

廿

七

日

、
会

津

御

退

治

を

ハ

被

指

置

、
上

方

へ

御

進

発

被

成

に

極

候

に

付

諸

大

名

の

人

質

を

江

戸

へ

遣

被

申

候

て

、
廿

八

日

に

小

山

よ

り

直

に

武

蔵

野

へ

か

ゝ

り

御

先

手

と

し

て

上

方

へ

馳

登

る

人

々

に

は

福

嶋

左

衛

門

大

夫

正

則
・
池

田

三

左

衛

門

尉

輝

政
・
長

岡

越

中

守

忠

興
・
浅

野

左

京

太

夫

幸

長

・

京

極

修

理

亮

高

正

・

黒

田

甲

斐

守

長

政

・

中

村

彦

右

衛

門

一

栄

・

田

中

兵

部

大

輔

長

政

・

蜂

須

賀

長

門

守

至

鎮

・

山

名

禅

高

分

部

左

京

亮

政

寿

・

藤

堂

佐

渡

守

高

虎

・

山

内

対

馬

守

一

豊

・

寺

沢

志

摩

守

広

高

・

加

藤

左

馬

介

嘉

明

・

稲

葉

蔵

人

通

茂

・

浮

田

左

京

成

政

・

古

田

兵

部

信

藤

・

九

鬼

長

門

守

守

隆

・

冨

田

信

濃

守

信

勝

・

亀

井

武

蔵

守

政

直

・

戸

川

肥

後

守

政

利

・

本

多
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因

幡

守

正

茂

・

生

駒

讃

岐

守

正

利

・

松

倉

豊

後

守

重

正

・

桑

山

相

模

守

一

貞

・

織

田

有

楽

入

道

・

同

息

河

内

守

長

孝

・

有

馬

玄

番

頭

貴

氏

・

金

森

出

雲

守

重

頼

・

村

越

兵

庫

頭

名

乗

ナ

シ

後

ニ

可

改

・

本

多

中

務

少

輔

忠

勝

・

息

美

濃

守

忠

政

・

同

内

記

忠

朝

・

井

伊

兵

部

少

輔

直

政

、

都

合

五

万

余

騎

一

会

津

の

手

当

と

し

て

結

城

中

納

言

秀

康

卿

、

結

城

に

御

留

置

、

蒲

生

藤

三

郎

秀

行
・
里

見

安

房

守

忠

義

侍

従

ナ

リ

・
佐

野

修

理

大

夫

政

綱
・
上

野

下

野

の

者

共

結

城

宇

都

宮

に

御

残

置

、

家

康

公

・

秀

忠

公

御

一

度

に

江

城

へ

御

帰

被

成

候

一

越

後

国

春

日

山

の

城

に

は

堀

久

太

郎

秀

治

罷

在

、

此

城

ハ

景

勝

の

本

国

に

て

本

城

に

て

候

故

、
謀

計

を

被

致

所

の

者

に

一

揆

を

起

さ

せ

手

勢

を

加

出

し

出

羽

奥

州

の

境

に

要

害

を

か

ま

へ

さ

す

る

、

又

下

倉

の

城

に

は

小

倉

主

膳

御

味

方

に

て

抱

居

、

八

月

朔

日

一

揆

蜂

起
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し

て

城

の

廻

を

焼

城

兵

人

数

少

故

及

難

儀

、
同

国

坂

戸

の

城

に

は

堀

丹

後

守

直

奇

堀

監

物

二

男

罷

在

此

事

を

聞

て

小

倉

か

難

儀

を

救

ん

と

て

彼

地

へ

向

ん

と

す

る

時

、
家

老

と

も

申

け

る

ハ

今

一

揆

蜂

起

し

て

小

倉

を

攻

申

か

ら

ハ

此

城

へ

も

頓

而

押

寄

候

半

侭

御

思

慮

候

得

と

云

丹

後

守

申

け

る

、
若

敵

此

城

へ

寄

候

ハ

ヽ

小

倉

を

見

継

た

る

後

難

い

か

ゝ

の

か

る

へ

し

と

其

夜

人

数

を

出

し

二

日

の

辰

の

刻

小

倉

に

着

行

程

九

里

小

倉

は

や

城

戸

を

開

て

切

て

出

散

々

に

戦

ふ

、

主

従

五

十

余

騎

討

死

す

、

丹

後

守

備

を

見

た

し

新

手

に

て

打

戦

一

揆

三

百

余

打

取

四

日

に

一

揆

に

先

か

け

と

し

て

追

崩

二

百

余

う

ち

取

一

揆

の

大

将

斉

藤

・

梯

崎

・

丸

田

敗

北

す

る

な

り

私

二

日

堀

丹

後

守

忠

俊

カ

家

来

ヲ

堀

監

物

弟

丹

後

守

ト

号

ス

御

先

祖

記

三

巻

終


